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やさしさにあふれ かいてきで げんきなまちの情報紙

広報　　　

今月の
表紙

９月１日、農村環境改善センターで「西日本豪雨チャリティイベント in矢掛町」
が開催されました。
久保利明九段の矢掛町への深い思い入れにより実現したこのチャリティイベント。
岡山市出身の菅井竜也七段も訪れ、参加した小学生に次の一手を優しく指導しま
した。（写真）（関連記事14ページ）



ともに考えよう
私たちの「矢掛町」のこと

８月１日、矢掛町で初めて「中学生による模擬議会」が開催されました。
矢掛中学校２年生の代表10人が中学生の視点から町へ質問や意見、提言などをしました。

議長　賀門 梨花
議員　三宅 貫太、佐藤史弥、藤原ひなの、森定直也、
　　　西野彰人、池田惇人、間部雪菜、梶清有希、髙月凱士

―

考
え
て
み
よ
う

　
　自
分
た
ち
の
住
む
「
矢
掛
町
」
の
こ
と―

　
８
月
１
日
、
矢
掛
中
学
校
２
年
生
が
町
議
会
議
員
を

体
験
す
る
「
中
学
生
に
よ
る
模
擬
議
会
」
が
町
議
会
議

場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
町
と
町
教
育
委
員
会
が
町
政
に
関
心
を
持

っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
初
め
て
企
画
し
た
も
の

で
、
生
徒
10
人
が
議
長
を
含
め
て
議
員
役
を
務
め
、
山

野
町
長
を
は
じ
め
町
幹
部
が
答
弁
し
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
山
野
町
長
は
「
若
者
の
政
治
離
れ
が

進
む
中
で
、
こ
の
機
会
に
政
治
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら

い
、
自
分
の
町
の
こ
と
に
興
味
を
持
っ
て
ほ
し
い
。
皆

さ
ん
の
座
っ
て
い
る
場
所
は
、
選
挙
で
町
民
に
選
ば
れ

た
人
が
座
る
大
変
意
義
あ
る
場
所
で
あ
る
と
い
う
認
識

を
持
っ
て
ほ
し
い
。
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
傍
聴
席
で
は
他
の
生
徒
や
保
護
者
、
町
議
会
議
員
を

は
じ
め
一
般
町
民
ら
が
見
守
る
中
、
生
徒
ら
は
緊
張
し

た
面
持
ち
で
質
問
に
臨
み
ま
し
た
。

【
主
な
質
問
テ
ー
マ
】

１
．
環
境
や
ご
み
の
問
題
に
つ
い
て

２
．
災
害
復
旧
、
防
災
に
つ
い
て

３
．
町
の
財
政
に
つ
い
て
（
町
の
お
金
の
動
き
な
ど
）

４
．
人
口
問
題
に
つ
い
て

　  

（
少
子
化
対
策
、
子
育
て
支
援
、
定
住
化
の
対
策
な
ど
）

５
．
医
療
・
福
祉
体
制
に
つ
い
て

　  

（
高
齢
者
・
障
害
者
な
ど
へ
の
福
祉
、
病
院
な
ど
）

６
．
町
並
み
の
整
備
に
つ
い
て

　  

（
道
路
、
橋
、
上
下
水
道
、
通
学
路
、
景
観
な
ど
）

７
．
町
の
活
性
化
に
つ
い
て

　  
（
特
産
品
、
農
・
商
業
、
観
光
、
道
の
駅
な
ど
）

８
．
教
育
に
つ
い
て
（
学
校
の
施
設
・
設
備
、
給
食
な
ど
）

９
．
公
共
施
設
の
利
用
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

　  

（
文
化
セ
ン
タ
ー
、
図
書
館
、
美
術
館
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
、
運
動
公

園
、公
民
館
な
ど
）

「
矢
掛
町
に
住
ん
で
い
て
も
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
」
、

「
知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
」
な
ど
多

く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
生
徒
た
ち
。
山
野
町

長
を
は
じ
め
と
す
る
答
弁
者
の
一
言
一
句
に
真
剣
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
一
方
で
大
人
た
ち
も
日
頃
聞
く

こ
と
の
で
き
な
い
中
学
生
目
線
で
の
意
見
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
矢
掛
町
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
。
こ
の
機
会
に

自
分
た
ち
の
身
近
な
こ
と
か
ら
「
矢
掛
町
」
に
つ
い
て

考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

中学生による矢掛町模擬議会
事前ワークショップ

政治について考えるきっかけになった
議長役　賀門　梨花 さん

　８月の模擬議会に向けて、生徒らは事前に町政
について勉強しました。
　町職員が講師となり町政について説明を行った
後、９つのグループに分かれて模擬議会の質問を
考えました。
　「こんな矢掛町になってほしい」、「あの制度は
どうなっているのか」、
「自分たちには何が
できるか」など中学
生目線の素朴な疑問
点から９つの質問が
考えられました。

　議長役を務めるにあたり、皆さんの
議事がスムーズにいくように努めまし
た。不安でいっぱいでしたが、色々な
人がアドバイスを下さったのでやり遂
げられました。
　政治について考える良いきっかけに
なりました。

町のために自分たちができること考えたい
議員役　三宅　貫太 くん

　あの場に立つと緊張しました。
　質問したごみの問題については、自
分が思っているより深刻だということ
がわかったし、今の自分たちができる
ことを考えてやっていきたいと思いま
した。
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Ｑ１　快適な学校生活を送るために教 室に空調を設置し
ていただきありがとうござ います。
　しかし、近年の猛暑で体 育の授
業や集会をするときに体育 館が暑
く、体調が悪くなりそうです。また、災 害時にも避難所と
なる可能性もあることから空調設備を設 けることはできな
いでしょうか。
Ｑ２　今の部室棟は、私たちの親が中 学生のときから変
わっておらず、中が暗くて、ロッカーな ども狭く、使いづらいです。修理の計画
はあるのでしょうか。
【教育長】
Ａ１　町では、平成 26 年度に町内小中 学校の教室にエアコンを設置しました。
これは、県内の学校と比べると、非常に 早い時期の設置であり、皆さんが暑い夏
の季節でもできるだけ快適な学校生活が 送れるようにという町長の熱い気持ち
が込められたものです。
　体育館へのエアコンの設置について は、全国の普及率はまだまだ低く、当町
においてもすぐ対応ということにはなり ません。教育委員会としては、そのよう
な中少しでも暑さをしのげるよう、今年 中学校にスポットクーラーを２台導入
しました。それで、体育館全体が涼しく なるということはありませんが、休憩時
など、スポットクーラーを活用して、一 時でも涼をとるのに役立ててください。
Ａ２　運動場の北にある部室棟はかなり 前から使われているようです。教育委員
会としては、生徒の皆さんが良い環境の もと学校で過ごせるよう、学校と十分協
議しながら緊急性等を考え、優先順位を つけて、必要なことから手を付けていま
す。これからも個々の問題はありますが、 学校全体を通して、少しずつ改修してい
けたらと思っています。

魅力化向上 佐藤史弥 議員
Ｑ１　矢掛町の魅力をあげるためには若者が集まりやすい
工夫が必要だと思います。例えばカラオケやゲームセンタ
ーなどの娯楽施設や書店、飲食店などを誘致することはで
きませんか。また、各地区の主要な場所に FreeWi-Fi を
設置してもらえないでしょうか。
【産業観光課長】
Ａ１　飲食店については「矢掛町空き家活用新規創業支援
事業」を活用して新規創業した飲食店が４店舗ありますが、それ以外の施設につ
きましては、町が直接的に誘致するというものというよりは、民間事業者が主体
となって　設置するものだと考えられますのでご理解ください。
　次に、FreeWi-Fi の設置についてですが、現在、高梁川流域の連携事業により、
倉敷市、笠岡市、高梁市、総社市が連携して使用できる FreeWi-Fi を導入して
おり、矢掛町では矢掛商店街で使えます。また、町内の主要な施設で Yakappy
-Wi-Fi が利用できますのでご利用ください。（役場庁舎、やかげ郷土美術館、
やかげ文化センター、矢掛病院、井原線矢掛駅、水車の里フルーツトピア）

町並み整備 西野彰人 議員
Ｑ１　矢掛町は江戸時代の宿場町だっ たことが特色だと
思いますが、古い町並みを整備するため にどのような取り
組みをしていますか。
Ｑ２　冬など学校帰りに道が暗いことが あります。街灯を
増設することはできないでしょうか。
【建設課長】
Ａ１　これまでも、空き家 の活用、
古民家再生事業によるやか げ町家
交流館や、矢掛屋の整備な どを実施してきました。現在
は、文化財の側面から重要伝統的建造物 群保存地区の選定を目指しています。
　この制度は保存地区皆様の、ご理解と ご協力なくしては選定が受けられませ
ん。今後町並みの保存に大きな力となる 中学生の皆さんに広めていただきたい
と思います。
　次に、本陣から脇本陣，道の駅予定地 西側の町道の区間について、無電柱化事
業を実施し景観整備に努め、また空き家 の活用を継続して実施していきます。
Ａ２　町では防犯灯を LED に変更する 事業に取り組んできました。これは、自
治会・町内会での要望を受け実施してい ますが、大人目線の要望であるため中学
生の皆さんとお考えや視点が必ずしも一 致しているとは限りません。増設につい
ては、中学生目線の危険個所などを教え ていただき今後の参考にさせてくださ
い。

医療・福祉 梶清有希 議員
Ｑ１　障害者の人は社会全体で支えていく必要があると思
いますが、障害者への経済的な支援はあるのでしょうか。
Ｑ２　矢掛町には障害者や高齢者は何人いますか。また、
福祉対策としてどのような取り組みがあるのでしょうか。
Ｑ３　矢掛町ではなぜ、子どもの医療費が無料なのでしょ
うか。
【保健福祉課長】
Ａ１　生活資金として「障害基礎年金」制度や手当、医療
費等の経済的な支援があります。
Ａ２　平成29年度現在で、町内に障害者の人は1097人、65歳以上の高齢者の
人は5387人おられ、その福祉対策については、「矢掛町障害者計画」にもとづ
いて実施しています。具体的には「人が障害の有無によって分け隔てられること
のない共生社会の実現」を目標に、障害者、高齢者の人が安心して自立した生活
を送ることができるような地域をつくるためにさまざまな福祉施策を実施して
います。
Ａ３　子育て中の保護者の経済的負担を軽く、安心して子育てができるよう、ま
た、子どもたちの健康を守るために、町長独自の施策として町では子どもの医療
費を 18 歳まで無料にしています。なお、医療費無料化のために、毎年約 6000
万円のお金を町が払っています。

防災対策 藤原ひなの 議員
Ｑ１　昨年は西日本豪雨で、矢掛町でもたくさんの人が避
難所を利用したと聞きました。避難所では食料や水、ダン
ボールなどの物資が必要となってきますが、町としてどの
ように準備しているのでしょうか。また、避難所を利用す
る心構えとして、どのようなことに気を付けたらよいでし
ょうか。
【総務企画課長代理】
Ａ１　避難所には、毛布、水、食料等、非常時の生活に必要な物資を備蓄してい
ます。
　次に「避難所を利用する際の心構え」は１つ目に、日頃からの準備が重要だと
いうことです。非常用の備蓄や持ち出し品の準備、飲料水や非常食は３日分の備
蓄をしておくとよいでしょう。また、 気象情報、避難情報などの情報を自分から
進んで得るように心がけるとともに、非常時の動きを家族みんなで話し合ってみ
てください。

学校施設や設備 池田惇人 議員

町の活性化 髙月凱士 議員
Ｑ１　今、矢掛町は観光に力をいれていると思いますが、
観光客を呼び込むためにどのような工夫をしているのです
か。また，今後観光客を増やすためにどのような取り組み
をしていく予定ですか。
【町長】
Ａ１　町には、国の重要文化財である本陣と脇本陣を中心
に当時の風情を保つ町並みがあります。これらを地域の重
要な資源と位置づけ、歴史的な景観を大切に保存し、活用する取り組みをすすめ
ています。とくに大きな３つの柱があり、「まるごと道の駅構想」、「重要伝統的
建造物群保存地区」、「無電柱化」です。
　また、町の活性化を図る目的で、今年度４月１日に（一財）矢掛町観光交流推
進機構（DMO）を設立しました。この組織は、町や町議会、備中西商工会等の
関係者６人を理事とし、旧矢掛商業高校跡地に事務所を設置しています。国が推
進するインバウンドをはじめ、町の多様な観光資源の魅力を最大限に活かし、観
光事業を戦略的に推進し、地域に伝わる産業・暮らし・文化・景観・コミュニテ
ィを将来の世代に継承すること目的とし、町の交流人口および定住人口の拡大に
つながることを目指しており、観光振興における町の活性化につながると期待し
ています。

環境・ごみ 三宅貫太 議員
Ｑ１　ゴミステーションの数を増やすことはできないので
しょうか。
Ｑ２　池の土手や川の中などに捨ててあるゴミをきれいに
するためにはどのような対策をとっていますか。また、僕
たちにもできることはないのでしょうか。
【町民課長】
Ａ１　ごみステーションは地域の町内会や自治会が相談を
し、費用を出して現在の場所へ設置しています。ごみステーションは、町内会等
で管理しており、増やすには地域で話し合う必要性があります。
Ａ２　町では、不法投棄防止の啓発看板を設置したり、環境巡視員による監視、
そして警察と連携してパトロールを行うなど、不法投棄の防止に努めています。
ごみのポイ捨ては犯罪であるということを知っていただき、まず自分自身がごみ
を捨てることがないようにするとともに、一人ひとりが環境に対する問題意識を
持ち、ごみの減量化や環境保全に取り組むことが大切です。

子育て支援 森定直也 議員
Ｑ１　人口を増やすためには若い世代 の人たちが住みや
すいような工夫が必要で、子育て支援は 大きな対策だと思
います。子どもを育てやすくするために、 具体的にどのよう
な対策をとっていますか。
【町長】
Ａ１　町では、結婚から出産、幼稚園や 保育園への入園、
小学校や中学校への入学といった人生の 各段階で切れ目の
ない対策を講じており、各種祝金の支給 や年齢に応じた交流行事等を行ってい
ます。また、予防接種の助成や子育て情 報の発信にも力を入れています。

財政 間部雪菜 議員
Ｑ１　矢掛町に入ってきた税金や交付税などで得た収入は
その年で全額使うのでしょうか。もし、余ったらどうする
のですか。また、毎年予算は同じなのでしょうか。
Ｑ２　将来も矢掛町に住み続けたいと思った時、働く場所
があることは大事なことだと思います。今、町で働く人の
平均的な給料はいくらぐらいなのでしょうか。
【総務企画課主幹】
Ａ１　町会計は、会計年度が４月から３月までで、それぞれの年度の会計独立と
いう大原則が、法律で決められています。そのため、各年度における支出はその
年度の収入をもってこれに充てなければなりません。町では、毎年半分は翌年度
に繰越し、半分は貯金（財政調整基金）しています。（一般会計を例とする）
　また、毎年度の予算は違います。毎年度計上されているもの、特別に重点的に
計上されるもの、それぞれの事業を一つ一つ精査しながら、毎年度予算編成を行
っています。
Ａ２　働く場所づくりは、まちづくりの根幹の一つといえます。これまでも、企
業誘致には積極的に取り組んできています。そして、町内だけでなく、通勤圏内
である近隣市町にも多くの働く場所がありますので、通勤のための交通基盤など
のインフラ整備など今後も引き続き取り組んでいかなければならない事業です。
　また、今、町で働く人の平均的な給料は？というご質問ですが、勤労統計調査
の結果、岡山県の規模５人以上の全産業平均で、基本給が約28万円、規模30人
以上では約30万円となっています。
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Ｑ１　快適な学校生活を送るために教 室に空調を設置し
ていただきありがとうござ います。
　しかし、近年の猛暑で体 育の授
業や集会をするときに体育 館が暑
く、体調が悪くなりそうです。また、災 害時にも避難所と
なる可能性もあることから空調設備を設 けることはできな
いでしょうか。
Ｑ２　今の部室棟は、私たちの親が中 学生のときから変
わっておらず、中が暗くて、ロッカーな ども狭く、使いづらいです。修理の計画
はあるのでしょうか。
【教育長】
Ａ１　町では、平成 26 年度に町内小中 学校の教室にエアコンを設置しました。
これは、県内の学校と比べると、非常に 早い時期の設置であり、皆さんが暑い夏
の季節でもできるだけ快適な学校生活が 送れるようにという町長の熱い気持ち
が込められたものです。
　体育館へのエアコンの設置について は、全国の普及率はまだまだ低く、当町
においてもすぐ対応ということにはなり ません。教育委員会としては、そのよう
な中少しでも暑さをしのげるよう、今年 中学校にスポットクーラーを２台導入
しました。それで、体育館全体が涼しく なるということはありませんが、休憩時
など、スポットクーラーを活用して、一 時でも涼をとるのに役立ててください。
Ａ２　運動場の北にある部室棟はかなり 前から使われているようです。教育委員
会としては、生徒の皆さんが良い環境の もと学校で過ごせるよう、学校と十分協
議しながら緊急性等を考え、優先順位を つけて、必要なことから手を付けていま
す。これからも個々の問題はありますが、 学校全体を通して、少しずつ改修してい
けたらと思っています。

魅力化向上 佐藤史弥 議員
Ｑ１　矢掛町の魅力をあげるためには若者が集まりやすい
工夫が必要だと思います。例えばカラオケやゲームセンタ
ーなどの娯楽施設や書店、飲食店などを誘致することはで
きませんか。また、各地区の主要な場所に FreeWi-Fi を
設置してもらえないでしょうか。
【産業観光課長】
Ａ１　飲食店については「矢掛町空き家活用新規創業支援
事業」を活用して新規創業した飲食店が４店舗ありますが、それ以外の施設につ
きましては、町が直接的に誘致するというものというよりは、民間事業者が主体
となって　設置するものだと考えられますのでご理解ください。
　次に、FreeWi-Fi の設置についてですが、現在、高梁川流域の連携事業により、
倉敷市、笠岡市、高梁市、総社市が連携して使用できる FreeWi-Fi を導入して
おり、矢掛町では矢掛商店街で使えます。また、町内の主要な施設で Yakappy
-Wi-Fi が利用できますのでご利用ください。（役場庁舎、やかげ郷土美術館、
やかげ文化センター、矢掛病院、井原線矢掛駅、水車の里フルーツトピア）

町並み整備 西野彰人 議員
Ｑ１　矢掛町は江戸時代の宿場町だっ たことが特色だと
思いますが、古い町並みを整備するため にどのような取り
組みをしていますか。
Ｑ２　冬など学校帰りに道が暗いことが あります。街灯を
増設することはできないでしょうか。
【建設課長】
Ａ１　これまでも、空き家 の活用、
古民家再生事業によるやか げ町家
交流館や、矢掛屋の整備な どを実施してきました。現在
は、文化財の側面から重要伝統的建造物 群保存地区の選定を目指しています。
　この制度は保存地区皆様の、ご理解と ご協力なくしては選定が受けられませ
ん。今後町並みの保存に大きな力となる 中学生の皆さんに広めていただきたい
と思います。
　次に、本陣から脇本陣，道の駅予定地 西側の町道の区間について、無電柱化事
業を実施し景観整備に努め、また空き家 の活用を継続して実施していきます。
Ａ２　町では防犯灯を LED に変更する 事業に取り組んできました。これは、自
治会・町内会での要望を受け実施してい ますが、大人目線の要望であるため中学
生の皆さんとお考えや視点が必ずしも一 致しているとは限りません。増設につい
ては、中学生目線の危険個所などを教え ていただき今後の参考にさせてくださ
い。

医療・福祉 梶清有希 議員
Ｑ１　障害者の人は社会全体で支えていく必要があると思
いますが、障害者への経済的な支援はあるのでしょうか。
Ｑ２　矢掛町には障害者や高齢者は何人いますか。また、
福祉対策としてどのような取り組みがあるのでしょうか。
Ｑ３　矢掛町ではなぜ、子どもの医療費が無料なのでしょ
うか。
【保健福祉課長】
Ａ１　生活資金として「障害基礎年金」制度や手当、医療
費等の経済的な支援があります。
Ａ２　平成29年度現在で、町内に障害者の人は1097人、65歳以上の高齢者の
人は5387人おられ、その福祉対策については、「矢掛町障害者計画」にもとづ
いて実施しています。具体的には「人が障害の有無によって分け隔てられること
のない共生社会の実現」を目標に、障害者、高齢者の人が安心して自立した生活
を送ることができるような地域をつくるためにさまざまな福祉施策を実施して
います。
Ａ３　子育て中の保護者の経済的負担を軽く、安心して子育てができるよう、ま
た、子どもたちの健康を守るために、町長独自の施策として町では子どもの医療
費を 18 歳まで無料にしています。なお、医療費無料化のために、毎年約 6000
万円のお金を町が払っています。

防災対策 藤原ひなの 議員
Ｑ１　昨年は西日本豪雨で、矢掛町でもたくさんの人が避
難所を利用したと聞きました。避難所では食料や水、ダン
ボールなどの物資が必要となってきますが、町としてどの
ように準備しているのでしょうか。また、避難所を利用す
る心構えとして、どのようなことに気を付けたらよいでし
ょうか。
【総務企画課長代理】
Ａ１　避難所には、毛布、水、食料等、非常時の生活に必要な物資を備蓄してい
ます。
　次に「避難所を利用する際の心構え」は１つ目に、日頃からの準備が重要だと
いうことです。非常用の備蓄や持ち出し品の準備、飲料水や非常食は３日分の備
蓄をしておくとよいでしょう。また、 気象情報、避難情報などの情報を自分から
進んで得るように心がけるとともに、非常時の動きを家族みんなで話し合ってみ
てください。

学校施設や設備 池田惇人 議員

町の活性化 髙月凱士 議員
Ｑ１　今、矢掛町は観光に力をいれていると思いますが、
観光客を呼び込むためにどのような工夫をしているのです
か。また，今後観光客を増やすためにどのような取り組み
をしていく予定ですか。
【町長】
Ａ１　町には、国の重要文化財である本陣と脇本陣を中心
に当時の風情を保つ町並みがあります。これらを地域の重
要な資源と位置づけ、歴史的な景観を大切に保存し、活用する取り組みをすすめ
ています。とくに大きな３つの柱があり、「まるごと道の駅構想」、「重要伝統的
建造物群保存地区」、「無電柱化」です。
　また、町の活性化を図る目的で、今年度４月１日に（一財）矢掛町観光交流推
進機構（DMO）を設立しました。この組織は、町や町議会、備中西商工会等の
関係者６人を理事とし、旧矢掛商業高校跡地に事務所を設置しています。国が推
進するインバウンドをはじめ、町の多様な観光資源の魅力を最大限に活かし、観
光事業を戦略的に推進し、地域に伝わる産業・暮らし・文化・景観・コミュニテ
ィを将来の世代に継承すること目的とし、町の交流人口および定住人口の拡大に
つながることを目指しており、観光振興における町の活性化につながると期待し
ています。

環境・ごみ 三宅貫太 議員
Ｑ１　ゴミステーションの数を増やすことはできないので
しょうか。
Ｑ２　池の土手や川の中などに捨ててあるゴミをきれいに
するためにはどのような対策をとっていますか。また、僕
たちにもできることはないのでしょうか。
【町民課長】
Ａ１　ごみステーションは地域の町内会や自治会が相談を
し、費用を出して現在の場所へ設置しています。ごみステーションは、町内会等
で管理しており、増やすには地域で話し合う必要性があります。
Ａ２　町では、不法投棄防止の啓発看板を設置したり、環境巡視員による監視、
そして警察と連携してパトロールを行うなど、不法投棄の防止に努めています。
ごみのポイ捨ては犯罪であるということを知っていただき、まず自分自身がごみ
を捨てることがないようにするとともに、一人ひとりが環境に対する問題意識を
持ち、ごみの減量化や環境保全に取り組むことが大切です。

子育て支援 森定直也 議員
Ｑ１　人口を増やすためには若い世代 の人たちが住みや
すいような工夫が必要で、子育て支援は 大きな対策だと思
います。子どもを育てやすくするために、 具体的にどのよう
な対策をとっていますか。
【町長】
Ａ１　町では、結婚から出産、幼稚園や 保育園への入園、
小学校や中学校への入学といった人生の 各段階で切れ目の
ない対策を講じており、各種祝金の支給 や年齢に応じた交流行事等を行ってい
ます。また、予防接種の助成や子育て情 報の発信にも力を入れています。

財政 間部雪菜 議員
Ｑ１　矢掛町に入ってきた税金や交付税などで得た収入は
その年で全額使うのでしょうか。もし、余ったらどうする
のですか。また、毎年予算は同じなのでしょうか。
Ｑ２　将来も矢掛町に住み続けたいと思った時、働く場所
があることは大事なことだと思います。今、町で働く人の
平均的な給料はいくらぐらいなのでしょうか。
【総務企画課主幹】
Ａ１　町会計は、会計年度が４月から３月までで、それぞれの年度の会計独立と
いう大原則が、法律で決められています。そのため、各年度における支出はその
年度の収入をもってこれに充てなければなりません。町では、毎年半分は翌年度
に繰越し、半分は貯金（財政調整基金）しています。（一般会計を例とする）
　また、毎年度の予算は違います。毎年度計上されているもの、特別に重点的に
計上されるもの、それぞれの事業を一つ一つ精査しながら、毎年度予算編成を行
っています。
Ａ２　働く場所づくりは、まちづくりの根幹の一つといえます。これまでも、企
業誘致には積極的に取り組んできています。そして、町内だけでなく、通勤圏内
である近隣市町にも多くの働く場所がありますので、通勤のための交通基盤など
のインフラ整備など今後も引き続き取り組んでいかなければならない事業です。
　また、今、町で働く人の平均的な給料は？というご質問ですが、勤労統計調査
の結果、岡山県の規模５人以上の全産業平均で、基本給が約28万円、規模30人
以上では約30万円となっています。
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令和２年度保育園・認定こども園の入園募集

国における幼児教育・保育の無償化が開始

◦募集する施設
◦矢掛認定こども園…教育標準時間利用（短時間利用、１号認定）
　　　　　　　　　　保育利用（長時間利用、２号認定および３号認定）
◦三谷・中川・小田の３保育園…保育利用（長時間利用、２号認定および３号認定）

※認定とは？
　教育・保育の必要性に応じ、保護者から町へ教育・保育給付認定申請を行い、町の教育・保育給付認定を
受ける必要があります。（この教育・保育給付認定は、保育の必要性の有無を判定するもので、入園を保証す
るものではありません。）
※教育・保育給付認定申請は、入園申し込みと同時にできます。

≪教育・保育給付認定フローチャート≫

利用希望児童の年齢は令和２年４月１日時点で３歳以上ですか？

　10月１日から国の制度として、幼児教育・保育の保育料無償化が実施されます。
◦対象児童　◦３～５歳児クラスの子ども
　　　　　　◦０～２歳児クラスの住民税非課税世帯の保育を必要とする子ども
◦対象施設・事業

※幼稚園預かり保育や認可外保育施設・一時預かりを利用している上記対象児童のうち、新たに7ページの〔表1〕「保育
を必要とする理由」に該当する場合は、町に「施設等利用給付認定申請書」を提出してください。
【副食費について】国の幼児教育・保育無償化の制度により、今まで保育料に含まれていた３～５歳の副食費（お
かず・おやつ代）については、保育料以外の取り扱いに変わります。
　国の制度では実費徴収（保護者負担）となりますが、矢掛町では令和２年度末（令和３年３月31日）までは、
副食費についても無料Sとする方針です。

左記〔表 1〕「保育を必要とする理由」
に該当し、保育を希望しますか？

１号認定
認定こども園

（教育標準時間利用）

２号認定
保 育 園
認定こども園
（保育利用）

３号認定
保 育 園
認定こども園
（保育利用）

認定非該当

左記〔表 1〕「保育を必要とする理由」
に該当しますか？

対象施設・事業 無 償 化 の 内 容
幼稚園・保育園
認定こども園 保育料無料（幼稚園は月額25,700円まで無料）

幼稚園預かり保育 日額（450円 /１日）×利用日数
※保育の必要性の認定を受けた児童が対象

認可外保育施設
一時預かり

保育料無料（月額37,000円まで）
（０～２歳の住民税非課税世帯は月額42,000円まで無料）
※保育の必要性の認定を受けた児童が対象

はい はい

はい

いいえ いいえ

いいえ

■問保健福祉課子育て支援室
　☎（82）1013　有線　0532
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◦保 育 料
令和２年度保育料全園児無料
※延長保育料および保育用品等については実費負担。
※矢掛町では令和２年度末（令和３年３月31日）までは、副食
費についても無料とする方針です。
◦申込期間　令和元年10月１日㈫～18日㈮
◦申込方法
　保健福祉課子育て支援室または町内保育園・幼稚園で申込書を
配布します。
　教育標準時間利用を継続して希望する人または保育利用を継続
して希望する人は現在通園している保育園・幼稚園へ提出してください。
　新規で保育利用を希望する場合は、保健福祉課子育て支援室へ提出してください。
◦備　　考
　個人番号（マイナンバー）制度の開始により、入園申請書類に同居している世帯員全員の個人番号（マイナンバー）
を記載していただく必要があります。
◦入園申込資格
◦教育標準時間利用（１号認定）
　（１）令和２年４月１日現在で３歳以上であること
◦保育利用（２号・３号認定）
　（１）令和２年４月１日現在で満６ヶ月以上の乳幼児であること
　　　（年度途中で入園希望の場合、入園希望月の１日現在で満６ヶ月以上であること）
　（２）保護者および入園希望児童が入園日までに矢掛町に居住し、住民登録をしていること
　（３）保護者が以下の保育を必要とする理由により、乳幼児を家庭で保育することができないと認められる場合

〔表1〕　保育を必要とする理由

保育を必要とする理由 要 件 お よ び 留 意 事 項

就労

家庭外労働
被雇用者として就労している人
自営業・農業の主たる経営者および被雇用者
在宅で内職勤務の人
※月60時間以上、週３日以上の勤務を原則としています。
※給与が発生していない場合は、就労要件に該当しません。
※申込状況により入園できない場合があります。
※自営業・農業の主たる経営者で、税の申告をされていない保護者については、入園できな
い場合があります。
※源泉徴収が発行されない場合、直近２か月の勤務内容証明書および給与明細（給与の証明）
を添付していただきます。

自 営 業 主

自営業主に雇用
されている人　

内　　　職

妊娠・出産
妊娠中であるか出産後間がない場合
※妊娠・出産を理由とする場合、出産予定日の２か月前から出産後３か月にあたる日の月
末日までとなります。

疾病障害等 病気やけが、または心身に障がいがある場合

介護・看護 長い間、病気または心身に障がいがある同居の家族を常時介護・看護している場合

災 害 復 旧 火災、風水害、震災その他の災害にあたっている場合
※自宅の復旧に限ります。

求 職 活 動 求職活動を継続的に行っていること
※申込状況により入園できない場合があります。

就　　　学 学校教育法に規定する学校および公共職業能力開発施設等に就学している場合

虐待・ＤＶ 虐待・ＤＶのおそれがあり、保育を行うことが困難であると認められる場合

育 児 休 業 育児休業取得中であり、すでに保育園を利用している児童が引き続き、保育園等を利用する
必要がある場合
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三
谷
・
小
田
地
区

　
三
谷
・
小
田
地
区
の
大
型
ご
み
収
集
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
予
定
し
て
い
ま
す
。
注
意
事
項

を
厳
守
の
う
え
、
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

●
収
集
時
間
　
午
前
８
時
〜
10
時

●
収
集
す
る
も
の
（
30
㎝
以
上
の
不
燃
物
に
限
る
）

　
•
電
気
製
品
（
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
・
扇
風
機
・
ス
ト
ー
ブ
等
）

　
•
自
転
車
（
タ
イ
ヤ
・
チ
ュ
ー
ブ
を
取
り
除
い
て
一
緒
に
持
参
）

　
•
と
た
ん
等
の
金
属
製
の
も
の
、
バ
ッ
テ
リ
ー

●
収
集
し
な
い
も
の

　
•
洗
濯
機
・
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
・
衣
類
乾
燥
機
・
テ
レ
ビ
・
エ
ア

　
　
コ
ン
の
家
電
６
品
目

　
•
オ
ー
ト
バ
イ
・
消
火
器
・
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
ボ
ン
ベ
類

■問
町
環
境
衛
生
協
議
会

　 

町
民
課
住
民
環
境
係
　
☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
５
１

家
庭
大
型
ご
み
収
集
日
程

　
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
公
的
年
金
等
の
収
入
や
所
得
額
が
一
定
基
準
額
以
下
の
年
金

受
給
者
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、
年
金
に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

●
対
象
者

①
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人

　（
左
記
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
）

•
65
歳
以
上
で
あ
る

•
世
帯
員
全
員
が
、
市
町
村
民
税
が
非
課
税
と
な
っ
て
い
る

•
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所
得
税
の
合
計
が
約
88
万
円
以
下

②
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人

　（
左
記
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
）

•
前
年
の
所
得
額
が
約
４
６
２
万
円
以
下

●
請
求
方
法

•
平
成
31
年
４
月
１
日
以
前
か
ら
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人

　
対
象
者
に
は
、日
本
年
金
機
構
か
ら
請
求
手
続
き
の
ご
案
内
が
９
月
上
旬
か
ら
順
次
届
き
ま
す
。

同
封
の
ハ
ガ
キ
（
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
請
求
書
）
を
記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

•
平
成
31
年
４
月
２
日
以
降
に
年
金
を
受
給
し
は
じ
め
た
人

　
年
金
の
請
求
手
続
き
と
併
せ
て
年
金
事
務
所
ま
た
は
役
場
で
請
求
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■問 「
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」　
☎（
０
５
７
０
）０
５-

４
０
９
２（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　 

町
民
課
国
保
消
費
生
活
係
　
☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
７
１
　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
制
度
開
始

令
和
元
年
10
月
１
日
か
ら

　
幼
児
教
育
の
無
償
化
に
伴
い
、
就
学
前
障
害
児
の
発
達
支
援
（
療
育
）
を
利
用
す
る
児
童
に

つ
い
て
利
用
料
が
無
料
と
な
り
ま
す
。

●
対
象
児
童
・
対
象
期
間

　
次
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
児
童
で
、
満
３
歳
に
な
っ
て
初
め
て
の
４
月
１
日
か
ら
就
学
前

ま
で
の
最
長
３
年
間
が
無
償
化
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
サ
ー
ビ
ス

　
児
童
発
達
支
援
・
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
・
医
療
型
児
童
発
達
支
援
・
医
療
型
障
害
児
入

所
施
設
・
居
宅
訪
問
型
児
童
発
達
支
援
・
保
育
所
等
訪
問
支
援

●
手
続
き

　
無
償
化
に
係
る
申
請
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
対
象
者
に
は
、
受
給
者
証
更
新
時
に
随

時
無
償
化
の
対
象
で
あ
る
旨
の
記
載
を
し
ま
す
。
受
給
者
証
の
更
新
ま
で
の
間
、
ご
利
用
の
障

害
児
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
へ
児
童
の
年
齢
を
伝
え
て
い
た
だ
く
こ
と
で
利
用
者
負
担
が
無
料
と
な

り
ま
す
。
た
だ
し
、
利
用
者
負
担
以
外
の
費
用
（
食
費
や
現
在
実
費
で
負
担
し
て
い
る
も
の
）

は
引
き
続
き
負
担
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■問 

保
健
福
祉
課
福
祉
推
進
係
　
☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
０
５
８
１
　

就
学
前
障
害
児
の
発
達
支
援
が
無
償
化
に

Information
まちからの

お知らせ

令
和
２
年
４
月
１
日
採
用
予
定

【
臨
床
検
査
技
師
】
正
職
員
　
１
人

●
資
格
要
件
　
臨
床
検
査
技
師
免
許
を
取
得
、

エ
コ
ー
検
査
の
経
験
が
あ
る
人

●
勤 

務 

先
　
矢
掛
病
院

●
申
込
締
切
　
令
和
元
年
10
月
15
日
㈫

●
試 

験 

日
　
令
和
元
年
11
月
19
日
㈫

●
試
験
内
容
　
面
接
、
作
文
、
事
務
・
性
格

　
　
　
　
　
　
適
性
検
査

右
記
の
他
に
も
随
時
募
集
中
で
す
！

ご
家
族
、
ご
友
人
の
皆
さ
ん
へ
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

【
嘱
託
職
員
】
保
育
士
・
調
理
員
・
介
護
福
祉
士

【
臨
時
職
員
】
保
育
士
・
介
護
職
員
・
リ
ハ
ビ
リ
職
員

■問
総
務
企
画
課
人
事
給
与
係

　 

☎（
82
）１
０
１
０
　
有
線
０
５
２
２

矢
掛
町
職
員
を
募
集

キ
ラ
リ
輝
く
ま
ち
づ
く
り

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
に
加
入
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
に
交

付
し
て
い
る
被
保
険
者
証
（
保
険
証
）
の
有
効
期
限
は
、
９
月

30
日
㈪
で
す
。

　
９
月
下
旬
に
新
し
い
保
険
証
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
10
月
以

降
に
医
療
機
関
等
で
受
診
さ
れ
る
際
に
は
、
新
し
い
も
の
を
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
有
効
期
限
の
過
ぎ
た
保
険
証
は
、
10
月
以
降
に
町
民

課
窓
口
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
町
民
課
国
保
消
費
生
活
係

　 

☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
７
１

保
険
証
の
更
新
時
期
で
す

ふ
る
里
や
か
げ
の
子
ど
も
の
教
育

　
町
で
は
、
法
に
基
づ
き
、
令
和
４
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る
本
町
の
教
育
等
に
関
す
る

総
合
的
な
施
策
の
大
綱
を
策
定
し
ま
し
た
。

　（
一
部
抜
粋
）

１ 

基
本
理
念

　「
ふ
る
里
や
か
げ
を
愛
し
、
ふ
る
里
や
か
げ
で
活
躍
す
る
た
く
ま
し
い
子
ど
も
の
育
成
」

　
　
　
〜
家
庭
・
学
校
園
・
地
域
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
〜

　
家
庭
、
学
校
園
、
地
域
が
連
携
し
、
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
心
と
体
を
育
む
と
と
も
に
、
確

か
な
学
力
の
向
上
を
図
り
、「
ふ
る
里
や
か
げ
を
愛
し
、
ふ
る
里
や
か
げ
で
活
躍
す
る
た
く
ま
し

い
子
ど
も
の
育
成
」
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
生
涯
学
習
を
積
極
的
に
推
進
し
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
り
、
学
び
を
通
じ

た
人
づ
く
り
や
地
域
づ
く
り
な
ど
、
魅
力
あ
る
地
域
社
会
の
形
成
を
目
指
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
小
田
小
学
校
児
童
の
進
学
先
中
学
校
に
つ
い
て
、
ま
た
、
矢
掛
高
校
の
一
層
の
魅

力
化
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

２ 

重
点
項
目

（
１
）
児
童
生
徒
の
確
か
な
学
力
を
保
障
す
る
。

（
２
）「
い
じ
め
ゼ
ロ
」
を
目
指
し
、
い
じ
め
の
早
期
発
見
・
早
期
解
消
に
努
め
る
。

（
３
）
不
登
校
・
長
欠
児
童
生
徒
を
一
人
で
も
少
な
く
す
る
。

（
４
）
地
域
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
の
公
民
館
活
動
の
一
層
の
充
実
・
活
性
化
に
努
め
る
。

（
５
）
小
田
小
学
校
児
童
の
進
学
先
中
学
校
に
つ
い
て
、
積
極
的
な
検
討
を
進
め
る
。

（
６
）
県
立
矢
掛
高
校
の
一
層
の
魅
力
化
に
努
め
る
。

　
な
お
、
大
綱
全
文
に
つ
い
て
は
町
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問
教
育
委
員
会
教
育
課
　
☎（
82
）２
１
０
０

矢
掛
町
教
育
大
綱
を
策
定

特
定
公
共
賃
貸
住
宅「
コ
ー
ポ
さ
く
ら
」入
居
者
募
集

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
「
コ
ー
ポ
さ
く
ら
」

（
里
山
田
９
２
１-

１
）

●
賃
貸
内
容
　
標
準
世
帯
用 

１
戸

●
家
　
　
賃
（
月
額
）
４
０
，
０
０
０
円

　
　
駐
車
場
（
月
額
）
１
区
画
３
，
０
０
０
円

●
構 

造 

等
　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

●
申
込
期
間
　
９
月
19
日
㈭
〜
30
日
㈪
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　（
土
、
日
、
祝
日
は
除
く
）

■問
建
設
課
管
理
住
宅
係
　
☎（
82
）１
０
１
４
　
有
線
０
６
０
５

 ●提出書類の入手方法…
①矢掛町のホームページ
　からダウンロード
　詳細もこちらで確認
　できます！
②郵便請求による入手
　→封筒の裏に『受験申込書請求』
と『職種』を朱書きし、120円切
手を貼った宛先明記の返信用封筒
角２号（Ａ４判）を同封して送付
してください。

令
和
元
年
11
月
１
日
採
用
予
定

【
図
書
館
司
書
】
嘱
託
職
員
　
若
干
名

●
資
格
要
件
　
図
書
館
司
書
資
格
を
取
得
し

て
お
り
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
（
ワ
ー

ド
・
エ
ク
セ
ル
）
が
で
き
る
人

●
勤 

務 

先
　
矢
掛
町
立
図
書
館

●
申
込
締
切
　
令
和
元
年
９
月
30
日
㈪

●
試 

験 

日
　
令
和
元
年
10
月
９
日
㈬

●
試
験
内
容
　
面
接
、
作
文
、
適
性
検
査
、

　
　
　
　
　
　
絵
本
読
み
聞
か
せ

見本

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
元
矢
掛
町
議
会
議
員
の
、
安
藤
悦
夫
氏
（
東
三

成
）
が
こ
の
た
び
旭
日
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し

た
。

　
安
藤
氏
は
昭
和
49
年
か
ら
町
議
会
議
員
を
３
期

12
年
務
め
ら
れ
る
な
ど
、
地
方
自
治
へ
の
多
大
な

功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

叙
位
叙
勲

旭
日
単
光
章

安
藤 

悦
夫 

氏

8令和元年９月号



三
谷
・
小
田
地
区

　
三
谷
・
小
田
地
区
の
大
型
ご
み
収
集
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
予
定
し
て
い
ま
す
。
注
意
事
項

を
厳
守
の
う
え
、
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

●
収
集
時
間
　
午
前
８
時
〜
10
時

●
収
集
す
る
も
の
（
30
㎝
以
上
の
不
燃
物
に
限
る
）

　
•
電
気
製
品
（
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
・
扇
風
機
・
ス
ト
ー
ブ
等
）

　
•
自
転
車
（
タ
イ
ヤ
・
チ
ュ
ー
ブ
を
取
り
除
い
て
一
緒
に
持
参
）

　
•
と
た
ん
等
の
金
属
製
の
も
の
、
バ
ッ
テ
リ
ー

●
収
集
し
な
い
も
の

　
•
洗
濯
機
・
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
・
衣
類
乾
燥
機
・
テ
レ
ビ
・
エ
ア

　
　
コ
ン
の
家
電
６
品
目

　
•
オ
ー
ト
バ
イ
・
消
火
器
・
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
ボ
ン
ベ
類

■問
町
環
境
衛
生
協
議
会

　 

町
民
課
住
民
環
境
係
　
☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
５
１

家
庭
大
型
ご
み
収
集
日
程

　
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
は
、
公
的
年
金
等
の
収
入
や
所
得
額
が
一
定
基
準
額
以
下
の
年
金

受
給
者
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、
年
金
に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

●
対
象
者

①
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人

　（
左
記
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
）

•
65
歳
以
上
で
あ
る

•
世
帯
員
全
員
が
、
市
町
村
民
税
が
非
課
税
と
な
っ
て
い
る

•
年
金
収
入
額
と
そ
の
他
所
得
税
の
合
計
が
約
88
万
円
以
下

②
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人

　（
左
記
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
）

•
前
年
の
所
得
額
が
約
４
６
２
万
円
以
下

●
請
求
方
法

•
平
成
31
年
４
月
１
日
以
前
か
ら
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人

　
対
象
者
に
は
、日
本
年
金
機
構
か
ら
請
求
手
続
き
の
ご
案
内
が
９
月
上
旬
か
ら
順
次
届
き
ま
す
。

同
封
の
ハ
ガ
キ
（
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
請
求
書
）
を
記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

•
平
成
31
年
４
月
２
日
以
降
に
年
金
を
受
給
し
は
じ
め
た
人

　
年
金
の
請
求
手
続
き
と
併
せ
て
年
金
事
務
所
ま
た
は
役
場
で
請
求
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■問 「
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
」　
☎（
０
５
７
０
）０
５-

４
０
９
２（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　 

町
民
課
国
保
消
費
生
活
係
　
☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
７
１
　

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
制
度
開
始

令
和
元
年
10
月
１
日
か
ら

　
幼
児
教
育
の
無
償
化
に
伴
い
、
就
学
前
障
害
児
の
発
達
支
援
（
療
育
）
を
利
用
す
る
児
童
に

つ
い
て
利
用
料
が
無
料
と
な
り
ま
す
。

●
対
象
児
童
・
対
象
期
間

　
次
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
児
童
で
、
満
３
歳
に
な
っ
て
初
め
て
の
４
月
１
日
か
ら
就
学
前

ま
で
の
最
長
３
年
間
が
無
償
化
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
サ
ー
ビ
ス

　
児
童
発
達
支
援
・
福
祉
型
障
害
児
入
所
施
設
・
医
療
型
児
童
発
達
支
援
・
医
療
型
障
害
児
入

所
施
設
・
居
宅
訪
問
型
児
童
発
達
支
援
・
保
育
所
等
訪
問
支
援

●
手
続
き

　
無
償
化
に
係
る
申
請
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
対
象
者
に
は
、
受
給
者
証
更
新
時
に
随

時
無
償
化
の
対
象
で
あ
る
旨
の
記
載
を
し
ま
す
。
受
給
者
証
の
更
新
ま
で
の
間
、
ご
利
用
の
障

害
児
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
へ
児
童
の
年
齢
を
伝
え
て
い
た
だ
く
こ
と
で
利
用
者
負
担
が
無
料
と
な

り
ま
す
。
た
だ
し
、
利
用
者
負
担
以
外
の
費
用
（
食
費
や
現
在
実
費
で
負
担
し
て
い
る
も
の
）

は
引
き
続
き
負
担
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■問 

保
健
福
祉
課
福
祉
推
進
係
　
☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
０
５
８
１
　

就
学
前
障
害
児
の
発
達
支
援
が
無
償
化
に

Information
まちからの

お知らせ

令
和
２
年
４
月
１
日
採
用
予
定

【
臨
床
検
査
技
師
】
正
職
員
　
１
人

●
資
格
要
件
　
臨
床
検
査
技
師
免
許
を
取
得
、

エ
コ
ー
検
査
の
経
験
が
あ
る
人

●
勤 

務 

先
　
矢
掛
病
院

●
申
込
締
切
　
令
和
元
年
10
月
15
日
㈫

●
試 

験 

日
　
令
和
元
年
11
月
19
日
㈫

●
試
験
内
容
　
面
接
、
作
文
、
事
務
・
性
格

　
　
　
　
　
　
適
性
検
査

右
記
の
他
に
も
随
時
募
集
中
で
す
！

ご
家
族
、
ご
友
人
の
皆
さ
ん
へ
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。

【
嘱
託
職
員
】
保
育
士
・
調
理
員
・
介
護
福
祉
士

【
臨
時
職
員
】
保
育
士
・
介
護
職
員
・
リ
ハ
ビ
リ
職
員

■問
総
務
企
画
課
人
事
給
与
係

　 

☎（
82
）１
０
１
０
　
有
線
０
５
２
２

矢
掛
町
職
員
を
募
集

キ
ラ
リ
輝
く
ま
ち
づ
く
り

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
に
加
入
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
に
交

付
し
て
い
る
被
保
険
者
証
（
保
険
証
）
の
有
効
期
限
は
、
９
月

30
日
㈪
で
す
。

　
９
月
下
旬
に
新
し
い
保
険
証
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
10
月
以

降
に
医
療
機
関
等
で
受
診
さ
れ
る
際
に
は
、
新
し
い
も
の
を
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
有
効
期
限
の
過
ぎ
た
保
険
証
は
、
10
月
以
降
に
町
民

課
窓
口
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
町
民
課
国
保
消
費
生
活
係

　 

☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
７
１

保
険
証
の
更
新
時
期
で
す

ふ
る
里
や
か
げ
の
子
ど
も
の
教
育

　
町
で
は
、
法
に
基
づ
き
、
令
和
４
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る
本
町
の
教
育
等
に
関
す
る

総
合
的
な
施
策
の
大
綱
を
策
定
し
ま
し
た
。

　（
一
部
抜
粋
）

１ 

基
本
理
念

　「
ふ
る
里
や
か
げ
を
愛
し
、
ふ
る
里
や
か
げ
で
活
躍
す
る
た
く
ま
し
い
子
ど
も
の
育
成
」

　
　
　
〜
家
庭
・
学
校
園
・
地
域
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
〜

　
家
庭
、
学
校
園
、
地
域
が
連
携
し
、
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
心
と
体
を
育
む
と
と
も
に
、
確

か
な
学
力
の
向
上
を
図
り
、「
ふ
る
里
や
か
げ
を
愛
し
、
ふ
る
里
や
か
げ
で
活
躍
す
る
た
く
ま
し

い
子
ど
も
の
育
成
」
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
生
涯
学
習
を
積
極
的
に
推
進
し
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
り
、
学
び
を
通
じ

た
人
づ
く
り
や
地
域
づ
く
り
な
ど
、
魅
力
あ
る
地
域
社
会
の
形
成
を
目
指
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
小
田
小
学
校
児
童
の
進
学
先
中
学
校
に
つ
い
て
、
ま
た
、
矢
掛
高
校
の
一
層
の
魅

力
化
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

２ 
重
点
項
目

（
１
）
児
童
生
徒
の
確
か
な
学
力
を
保
障
す
る
。

（
２
）「
い
じ
め
ゼ
ロ
」
を
目
指
し
、
い
じ
め
の
早
期
発
見
・
早
期
解
消
に
努
め
る
。

（
３
）
不
登
校
・
長
欠
児
童
生
徒
を
一
人
で
も
少
な
く
す
る
。

（
４
）
地
域
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
の
公
民
館
活
動
の
一
層
の
充
実
・
活
性
化
に
努
め
る
。

（
５
）
小
田
小
学
校
児
童
の
進
学
先
中
学
校
に
つ
い
て
、
積
極
的
な
検
討
を
進
め
る
。

（
６
）
県
立
矢
掛
高
校
の
一
層
の
魅
力
化
に
努
め
る
。

　
な
お
、
大
綱
全
文
に
つ
い
て
は
町
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問
教
育
委
員
会
教
育
課
　
☎（
82
）２
１
０
０

矢
掛
町
教
育
大
綱
を
策
定

特
定
公
共
賃
貸
住
宅「
コ
ー
ポ
さ
く
ら
」入
居
者
募
集

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
「
コ
ー
ポ
さ
く
ら
」

（
里
山
田
９
２
１-

１
）

●
賃
貸
内
容
　
標
準
世
帯
用 

１
戸

●
家
　
　
賃
（
月
額
）
４
０
，
０
０
０
円

　
　
駐
車
場
（
月
額
）
１
区
画
３
，
０
０
０
円

●
構 

造 

等
　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

●
申
込
期
間
　
９
月
19
日
㈭
〜
30
日
㈪
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　（
土
、
日
、
祝
日
は
除
く
）

■問
建
設
課
管
理
住
宅
係
　
☎（
82
）１
０
１
４
　
有
線
０
６
０
５

 ●提出書類の入手方法…
①矢掛町のホームページ
　からダウンロード
　詳細もこちらで確認
　できます！
②郵便請求による入手
　→封筒の裏に『受験申込書請求』
と『職種』を朱書きし、120円切
手を貼った宛先明記の返信用封筒
角２号（Ａ４判）を同封して送付
してください。

令
和
元
年
11
月
１
日
採
用
予
定

【
図
書
館
司
書
】
嘱
託
職
員
　
若
干
名

●
資
格
要
件
　
図
書
館
司
書
資
格
を
取
得
し

て
お
り
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
（
ワ
ー

ド
・
エ
ク
セ
ル
）
が
で
き
る
人

●
勤 

務 

先
　
矢
掛
町
立
図
書
館

●
申
込
締
切
　
令
和
元
年
９
月
30
日
㈪

●
試 

験 

日
　
令
和
元
年
10
月
９
日
㈬

●
試
験
内
容
　
面
接
、
作
文
、
適
性
検
査
、

　
　
　
　
　
　
絵
本
読
み
聞
か
せ

見本

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
元
矢
掛
町
議
会
議
員
の
、
安
藤
悦
夫
氏
（
東
三

成
）
が
こ
の
た
び
旭
日
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し

た
。

　
安
藤
氏
は
昭
和
49
年
か
ら
町
議
会
議
員
を
３
期

12
年
務
め
ら
れ
る
な
ど
、
地
方
自
治
へ
の
多
大
な

功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

叙
位
叙
勲

旭
日
単
光
章

安
藤 

悦
夫 

氏

9 令和元年９月号



10令和元年９月号

交通事故などで国民健康保険を使う場合は必ず届出を！

柔道整復師のかかり方

接骨院・整骨院を正しく利用しましょう

「第三者行為による傷病届」を提出してください。
　交通事故や犬に咬まれてケガをした場合や、飲食店での食事が原因で食中毒を起こした場合など、自分以外の
第三者の行為が原因のケガや病気の治療費は、加害者が負担するべきものです。
　国民健康保険（以下国保）を使って治療した場合は、必ず「第三者行為による傷病届」を役場に提出してください。
この傷病届は、後日国保がご本人に代わって加害者や加害者側の損害保険会社などに、国保が立て替えている治
療費を請求するために必要な届出で町民課窓口にあります。（示談についても国保へご連絡ください。）
【疾病原因についてお尋ねすることがあります】
　矢掛町では、国保を使って治療をした場合
１、第三者行為によるケガや病気ではないのか
２、仕事中や通勤途中のケガではないのか
等を判断するため、ケガや病
気の原因を文書でお尋ねする
場合がありますので、必ずご
回答ください。
※第三者の行為が原因のケガ
や病気の治療で国保を使用し
たにも関わらず「傷病届」が
提出されない場合は、皆さん
に納付していただく保険料
（税）で本来負担する必要が
ない費用を負担することにな
ってしまいます。

　接骨院・整骨院は、健康保険が使える場合と使えない場合があることをよく理解した上で利用しましょう。

柔道整復師の施術を受ける際の注意点
　〇ケガの原因を正しく伝えましょう。
　〇療養費支給申請書の負傷原因、負傷名、日数、金額をよく確認し、必ず自分で署名しましょう。 
　〇病院での治療との重複はできません。
　〇領収書は必ずもらいましょう。

保険が使える場合 保険が使えない場合
●ねんざ・打撲・肉離れの施術

●医師の同意がある骨折・脱臼の施術

●応急処置で行う骨折・脱臼の施術

●負傷原因がはっきりしている、筋ちがい等

全額自己負担となります。
●単なる肩こり、筋肉疲労・筋肉痛
●疲労回復やリラクゼーションのための施術
●加齢による痛み（負傷によるものではないもの）
●脳疾患後遺症や神経痛、リウマチなどの慢性病からく
る痛みやしびれ
●過去の骨折やねんざが数年たって自然に痛み出したとき
●症状の改善が見られない長期かつ漫然とした施術
●仕事中や通勤中の負傷（労災保険の対象になります）など

Information
まちからの

お知らせ

加害者 矢掛町国保

被害者

治
療
費（
自
己
負
担
分
）の
請
求

治
療
費（
自
己
負
担
分
）の
支
給

③
　治
療
費
の
請
求

④
　治
療
費
の
支
払
い

（
立
替
分
）

医療機関

（加入保険会社）

⑥　治療費の支払い

⑤　治療費の請求

②　診察 ・ 検査等

①　保険証を使って受診

傷
病

届

矢掛町国保加入者

【国保を使って治療を受ける場合の流れ】

■問町民課国保消費生活係　☎（82）1011　有線 0571

■問町民課国保消費生活係
　 ☎（82）1011　有線 0571



と　き 　令和元年10月6日㈰　午前９時～午後４時（雨天開催）
ところ 　倉敷みらい公園（JR倉敷駅北口）
　倉敷市や高梁川流域市町の魅力あふれる地域資源を、市内外に発信する一大
イベント。昨年7月の豪雨災害から1年余り経ち、頑張っている倉敷を市内外
へPRするとともに、応援していただいた多くの方々に感謝を込めて、盛大に開
催します。
　倉敷市や高梁川流域市町をはじめ、被災事業者や、復興への応援をいただいている自治体から塩竈市・
松島町（宮城県）、高松市（香川県）、佐世保市（長崎県）、鹿児島市のさまざまな特産品・ご当地グルメな
どが大集合します。
　さらに、魅どころステージ・ワークショップ・子どもたちに人気のご当地キ
ャラクターの集合、各地域の特産品が当たるお楽しみ抽選会など、見て・買っ
て・食べて・体験できる楽しいイベントです。
◦�内　容　【特産品・老舗ゾーン】倉敷の各地域（倉敷、児島、玉島、つくぼ、
真備・船穂）の特産品・老舗、ご当地グルメのPRや販売など
【�真備・復興応援自治体ゾーン】真備地区と復興応援自治体の特産品・ご当地グルメのPRや販売など
【�高梁川流域ゾーン】高梁川流域市町の特産品・ご当地グルメのPRや販売
【�魅どころステージ】パフォーマンスやご当地キャラクターなど
※会場には、平成30年７月豪雨災害被災者への倉敷市義援金箱を設置します。
　　　　　　　　　　　　　　　　■問 倉敷市商工課くらしき地域資源推進室　☎086（426）3406
　　　　　　　　　　　　　　　　　倉敷市コールセンター　☎086（426）3030

～至極の逸品～くらしきフェア 高梁川流域圏の広域
連携に係る広報紙面
交流記事です

「
や
か
げ
観
光
ネ
ッ
ト
」

お
店
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か

　公
式
観
光
サ
イ
ト
「
や
か
げ
観
光
ネ
ッ
ト
」
で
は
、
矢
掛
町
へ
の
観
光
を
考
え
る
お
客
様
向
け
の
情

報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　店
舗
の
情
報
や
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ
な
ど
、
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
人
は
掲
載
希
望
届
を
産
業
観
光

課
商
業
観
光
係
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
掲
載
基
準

①
町
内
に
お
い
て
、
飲
食
物
の
提
供
、
土
産
物
等
の
製
造
ま
た
は
販
売
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
そ

の
取
扱
い
品
目
が
観
光
に
資
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の

②
町
内
に
お
い
て
、
観
光
に
関
す
る
事
業
の
実
施
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
そ
の
事
業
内
容
が
観
光

に
資
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の

●
様
式
入
手
方
法

　•
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
参
照
）

　•
産
業
観
光
課
窓
口
で
配
布

※

詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
産
業
観
光
課
商
業
観
光
係
　☎（
82
）１
０
１
６

Information
まちからの

お知らせ

ゴ
ミ
の
減
量
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　生
ご
み
は
捨
て
れ
ば
可
燃
ご
み
で
す
が
、
リ
サ
イ
ク
ル
す
れ
ば
有
効
な
堆
肥
に
変
わ
り
ま
す
。Ｅ
Ｍ
ボ

カ
シ
、
エ
コ
ペ
ー
ル
等
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

　ま
ず
は
、
食
べ
残
し
を
出
さ
な
い
こ
と
な
ど
、
身
近
な
こ
と
か
ら
工
夫
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　•
コ
ン
ポ
ス
ト
設
置
費
補
助
金 

購
入
費
の
２
／
３
、
補
助
上
限
５
千
円

　•
生
ご
み
処
理
機
器
設
置
費
補
助
金 

購
入
費
の
２
／
３ 

補
助
上
限
６
万
円

　•
エ
コ
ペ
ー
ル
販
売
補
助
金 

通
常
７
２
０
円
↓
２
４
０
円 

町
民
課
で
販
売

　•
Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
無
料
配
布 

各
地
区
公
民
館
、
町
民
課
で
配
布

※

生
ご
み
の
堆
肥
化
を
促
進
す
る
Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
は
、
環
境
を
考
え
る
会
「
あ

め
ん
ぼ
」
で
製
造
し
て
い
ま
す
。
活
動
に
参
加
し
た
い
人
や
興
味
が
あ
る

人
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
町
民
課
住
民
環
境
係

　 ☎（
82
）１
０
１
１
　有
線
０
５
５
１
・
０
５
６
１

生
ご
み
の
削
減
、生
ご
み
水
分
カ
ッ
ト
、堆
肥
に
リ
サ
イ
ク
ル
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男性料理講座・受講生募集
◦と　き　11月13日㈬　午前9時30分～正午
◦ところ　農村環境改善センター

男性の参加者を募集しています！
お気軽にどうぞ！申込みはふれあい会館まで。

ふれあい会館だより� ■問 ふれあい会館　☎（83）0119　有線 5350

　放課後等デイサービスは、障害のある（もし
くはその心配のある）子どもたちが、放課後や
長期休暇中に療育を受ける場として、または居
場所やご家族に代わり一時的にケアを代替する
場として設けられている、福祉サービスのひと
つです。このたび川面の古民家を利用して「て
らこや」を開設された北村先生は自閉情緒学級
での指導経験が豊富で、ここでは子どもたちが絵を描くことや畑しごとなどを通じて、楽しみながら自己肯定
感や自信、様々な力が付いていくよう支援をしていきます。見学等お気軽にお問い合わせ下さい！
■問放課後等デイサービス　あ〜と　てらこや　☎６３－４８５３

■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□

放課後等デイサービス　あ～と　てらこや オープン！

　下記の手当を新規に受けるためには届出が必要で、支給開始は申請した翌月分からとなります。ただし、審査
により要件を満たさないときは、支給できない場合があります。詳しくはお問い合わせください。
①児童扶養手当
　父または母がいない家庭や、実質的に父または母のいない家庭で18歳到達後最初の３月31日まで（障害がある
場合は20歳未満）の児童を監護または養育している人に対して支給される手当です。
※父、母または養育者、扶養義務者の前年の所得による支給制限があります。

※父、母または養育者、扶養義務者の前年の所得による支給制限があります。

②特別児童扶養手当
　心身に障がいのある20歳未満の児童を養育する父、母または養育者に対して支給される手当です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※父、母または養育者、扶養義務者の前年の所得による支給制限があります。

③障がいのある人に対する手当（障害児福祉手当・特別障害者手当）
　障がいのある人の福祉の向上を図ることを目的とした制度です。心身に重度の障がいがあるため、日常生活に
おいて常時介護を必要とする人に対して支給されます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※父、母または養育者、扶養義務者の前年の所得による支給制限があります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※いずれも在宅で生活していることが条件です。

児童・福祉に関する各種手当のお知らせ
必ず申請が必要です

Information
まちからの

お知らせ

■問保健福祉課　☎（82）1013　【①について】子育て支援室 有線0532　【②③について】福祉推進係 有線0581

対　　象　　者
全　部　支　給
一　部　支　給

支　　給　　額（月額）
４２,９１０円
４２,９００円～１０,１２０円
１０,１４０円～５,０７０円
６,０８０円～３,０４０円（１人につき）加　算 第2子

第3子以降

対　象　者
１級（重度）
２級（中度）

支 給 額（月額）
５２,２００円
３４,７７０円

対　象　者
20歳未満
20歳以上

支 給 額（月額）
１４,７９０円
２７,２００円

　

12令和元年９月号



町地域包括支援センター（保健福祉課内）
　 ☎（82）1013　 有線　0572
問

矢掛町の介護予防事業

10月の健康カレンダー

Health  Calendar　OctoberHealth  Calendar　October

健康・子育て・こころ（ところ  健康管理センター）

受付：午後 1時～1 時30分
開催：午後 1時 30分～  2日㈬ 2歳児歯科健康診査

受付：午前 9時 20分～9時 30分
開催：午前 9時 30分～10日㈭ すこやか育児学級

対象：7～10か月児

精神保健相談
※要予約

受付：午前 9時～10時 30分
開催：午前 9時～16日㈬ 育児相談

開催：午前 9時～午後 1時17日㈭

開催：午後 2時 30分～4時25日㈮

栄養改善教室

と　　　き 内　　　容
休日当番医

  6日㈰
13日㈰
14日㈪/㈷

※事前に連絡をしてから受診してください。

22日㈫/㈷ ☎(82)３０７０おぐら整形外科医院

☎(82)１３２６矢　掛　病　院
20日㈰ ☎(82)０２０２山縣内科医院

27日㈰ ☎(82)１３２６矢　掛　病　院

☎(82)１０５０小　塚　医　院
☎(84)０００１あゆみクリニック

と　　き 病　　　院　　　名

参加要件があります。
まずは上記にお問い合
わせください。

少子高齢化による課題
〇後期高齢者の増加により、要支援・要介護認定者、認知症高齢者が増加。
〇高齢者のみの世帯の増加により、食事作り、買い物、ゴミだしなどの生活支援が必要な高齢者が増加。
〇生産年齢人口の減少により、産業全体の労働力が低下するなか、介護人材不足が深刻化。
〇介護サービス利用者の増加により、介護サービス費用が増大し、保険料が高くなる。

地域ミニデイサービス
地域のボランティアさん達が運営する地域色豊
かなミニデイサービス
（食事、送迎有）
＊三谷ふれあい広場　＊オアシス

介護予防訪問ボランティアの派遣
（お話・ゴミ出し・安否確認）
町民ボランティアさんが自宅を訪問します。
外に出づらい人は、まずはこちらから利用して
みては？

お達者教室
元気なうちからデイサービスのようなところに
行って介護予防したい人におススメ！
（食事、送迎、入浴有）
＊長楽園　＊ポルソ矢掛

まちの健康リーダー派遣
健康リーダーさんが、サロンなどの会場で、体
操やレクリエーションを一緒にします。習った
体操を、家でも実践して、健康を維持しましょ
う。

介護予防教室
60代から90代まで幅広い年齢層の人が体操や
レクリエーションに参加しています。
＊各地区公民館…月１回

13 令和元年９月号



14令和元年９月号

　

復興支援、久保九段の思いにプロ棋士集結夏の風物詩、小唄おどり盛大に
　９月１日、農村環境改善センターで「西日本豪雨
チャリティイベント in矢掛町」が開催されました。
　これは、平成29年に矢掛町で王将戦の対局を行
った久保利明九段の深い思い入れにより実現した
チャリティイベントで、日本将棋連盟棋士会が企画
し、町との共催で開催されました。
　この日は、久保九段をはじめ、岡山市出身の菅井
竜也七段、糸谷哲郎八段、長谷川優貴女流二段らプ
ロ棋士10人が訪れ、指導対局やサイン会、トーク
ショー、特別対局などを行いました。このイベント
の収益は必要経費を除き町に寄付されました。

　８月 24日、矢掛商店街で「やかげ小唄おどり」
が開催されました。
　小雨が降る中、浴衣と編み笠姿の踊り子たちが優
雅な舞を見せながら歩みを進めました。また、毎年
恒例のフォトコンテストも行われていることから
多くのカメラマンが詰めかけ、踊り子たちの様子を
撮影していました。
　このイベントは、「やかげ夏の行灯まつり」の一
環として平成26年から毎年行われており、矢掛の
夏の風物詩として根付いています。

まちの
わだい

①トークショーの様子。
②参加プロ棋士からサイン色紙が寄贈。
③久保九段との指導対局。

↑優雅な踊りを披露する踊り子たち。

矢掛高校軟式野球部、全国大会ベスト８！
　矢掛高校軟式野球部は、「第64回全国高等学校軟式野球選手
権東中国大会」において優勝し、東中国代表として５年ぶり２回
目の全国大会に出場しました。
　８月24日にウインク球場（兵庫県姫路市）で行われた北海道
科学大学高校（北海道代表・北海道）との初戦は、７対３で勝利
し岡山県勢で9年ぶりとなる初戦突破を果たしました。
　翌25日に明石トーカロ球場（兵庫県明石市）で行われた新田
高校（四国代表・愛媛県）との２回戦は、接戦の末２対３で惜敗
したものの全国ベスト８という結果を残しました。
　両日とも多くの地域住民が応援団として現地で声援を送り、選
手たちを後押ししました。
　（９月28日から開催される「いきいき茨城ゆめ国体2019」（茨
城県）への出場が決定しています。）

一
矢　掛 0
北科大 0

【１回戦】

【２回戦】
一

新　田 0
矢　掛 0

二
2
0

二
0
0

三
0
2
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0
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四
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3
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全国大会等出場選手を激励

国際感覚を身に付け、役立てて

海での体験楽しんで

日本赤十字社災害義援金チ
ャリティー 2019 極真祭
2019全日本青少年空手道
選手権大会（8/24～25京
都府）に出場。金光学園中
学校２年 塩

しお

路
じ

達
たつ

也
や

くん（里
山田）

2019Ｂ＆Ｇ全国ジュニア
水泳競技大会（8/17 東京
都）に出場。（写真右から）
山田小学校６年 中

なかしま

島慶
けいいちろう

一郎
くん（中）、矢掛小学校６年 
河
かわかみ

上華
はな

子
こ

さん（里山田）

　8月23日、「矢掛町青少
年海外派遣事業実施報告
会」が行われました。
　この事業は昨年度から子
どもたちに国際感覚を身に
付けるために実施されてお
り、選考により決定した６
人の児童生徒らは12日間
オーストラリアでホームス
テイを体験し、その報告を
行いました。

　8月25日、「がんばろう
岡山！Ｂ＆Ｇ海遊び・マリ
ンスポーツ体験会」が、浅
口市寄島町・三郎海岸で開
催されました。
　これは、Ｂ＆Ｇ財団が、
昨年の豪雨災害で被災した
矢掛町・井原市の子どもた
ちやその家族の心のケアを
目的として開催したもの
で、参加者はマリンスポー
ツや海遊びを楽しみました。

　矢掛町では、故末永三喜太氏のご遺志により全国大会、中
国大会等に出場する皆さんに対して末永基金のスポーツ・文
化振興激励金をお渡ししています。
　大舞台での皆さんのご活躍をお祈りします。

今 月 の 出 来 事 まちのわだい

世界の歌声と、郷土ゆかりの演者の共演
　８月24日、やかげ文化センターで「やかげ真夏
のスペシャルコンサート」が開催されました。
　このコンサートは矢掛町にゆかりのある演奏者
（コントラバス：鳥越啓介氏、トランペット：高見
信行氏、フルート：山野智子氏、ヴァイオリン：高
橋誠氏）が出演。
　さらにスペシャルゲストとしてソプラノとテノー
ルを歌い分ける両声ヴォーカリストのマリアセレン
氏が登場し、人気動画サイトで大きな話題となった
「タイム・トゥ・セイ・グッバイ」など４曲を熱唱し、
迫力ある歌声で観客を魅了しました。

↑出演者と観客全員で「ふるさと」を合唱。

15 令和元年９月号

県建設労組小田支部による労力奉仕
　8月 18日、県建設労働
組合小田支部の組合員が町
内保育園・幼稚園・小学校
で労力奉仕活動を行いまし
た。
　これは、子どもたちが備
品や遊具を安全に利用でき
るよう毎年補修・修繕を行
っているものです。

平和への誓い新たに、戦没者追悼式
　８月16日、やかげ文化センターで「町戦没者追
悼式」が開催されました。
　遺族や町関係者ら約200人が参列し、先の大戦
などで犠牲となった807柱の冥福を祈り献花をお
こないました。
　また、今回から戦後74年が経過し、戦争の記憶
を後世へ継承するために町内の小学校から代表児童
14人が出席。全員が献花した後、三谷小６年岡﨑
恵実さんが「悲惨な戦争を繰り返すことのないよう、
先人から語り継がれてきた思いを大切にし、受け継
いでいく」と誓いの言葉を述べました。

↑平和への誓いを述べる岡﨑さん。
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Art
やかげ郷土美術館だより� ■問 やかげ郷土美術館　☎（82）2110　有線 8850

常設展示室

　■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□
図書館だより� ■問 矢掛町立図書館　☎（82）2100　有線 0630
Books

　図書館入口の門が変わったのに気づかれたでしょうか。
今回の門のテーマは「日本昔話」です。去年は西日本豪

雨災害で門の作成ができませんでしたが、今年は無事に完成しました。「花さかじいさん」「お
むすびころりん」「こぶとりじいさん」などなど……。
　おなじみの昔話、いくつ分かるでしょうか？古き良きわら葺き屋根の日本家屋をぜひご
覧ください。

カウンターからの情景

収蔵品展　「自然との語らい」　会期/〜10月４日（金）まで
特別展　本手描友禅 秋山 章の世界展 ― 卒寿記念　代表作を初公開 ―
　会期/10月12日（土）〜11月10日（日）　開館時間 /午前9時〜午後5時
　 ※初日10月12日㈯は午前10時30分から開館　※入館は午後4時30分まで

は休館日

10月の図書館カレンダー

27 28 29

日

7 8
1
9
2

1110
3 4

12
5

13
6
14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26
30 31

火水木金土月

9月の休館日
　17日（火）・24日（火）・30日（月）郷土にゆかりのある本

町民ギャラリー　　　　　　　

◆ＭＯＡ美術館矢掛児童作品展　　　　　　　　　　9月19�日（木）〜21日（土）午後 4時
◆子供のいる情景　画業 50年原田晋作大作展　　9月23日（月・祝）〜10月5日（土）午後 4時
◆絹恵一門展（木目込・押絵）　　　　　　　　　10月12日（土）〜26日（土）午後 5時

ホテルの清掃員の「わたし」が近所に住む紫色のス
カートをはく女を観察する様をねじれたユーモアを
交えて描く第161回芥川賞受賞作。

「むらさきのスカートの女」
　　　　　　　　　今村　夏子／著　朝日新聞出版

小田川流域の魚類と水辺の生物および内水面漁労習
俗について書かれた1冊。掲載されている魚類は著
者の田賀氏が矢掛町で採集・撮影したものです。

「小田川流域の魚類と水辺の生物」
　　　　　　　　　　　　　　　　 田賀　辰也／著

図書館のイベント
えいごであそぼう
◆と　き　10月 12日㈯　午前10時30分～
◆ところ　やかげ文化センター　リハーサル室
◆内　容　�えいごの歌あそびやおはなし、ゲーム

など
※�先生の都合により日時が変更になる場合があり
ますのでHPやチラシ等でご確認ください。

日時、内容等は図書館へお問い合わせください。

おすすめの1冊

色打掛　松寿紀鶴翔

みんな集まれ！

読者の皆さんから寄せられた
おたよりなどでつくるページ
です。

おはなしらんど＆おりがみ教室
◆と　き　９月28日㈯　午前10時30分～
◆ところ　図書館　幼児コーナー
◆内　容　�えほんの会「ゆめ」の皆さんによる絵本

の読み聞かせやエプロンシアターなど
楽しいおはなしがいっぱい。

　友禅作家　秋山 章（昭和6年～）氏は、「日本の女性を美しく」との熱
い思いを胸に、本手描友禅の婚礼衣裳をつくり続けてきました。
　秋山氏のつくりだす打掛は、漆、螺鈿、金箔などの伝統的技法を施しつつ、
独自の技法を打ち立て、絢爛豪華で煌びやかな高級婚礼衣裳として数多くの
有名人も自身の結婚式で着用するなど、国内外の多くの人々の心を魅了して
います。
　このたび、卒寿を記念して、秋山 章氏の友禅作家としての70年もの長
きにわたる、本手描友禅の婚礼衣裳作品の中から選りすぐりの代表作を一堂
に展示いたします！

＊入場無料
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★�対 象 者★　�町内在住で平成30年10月生まれのお子さん
★応募期限★　令和元年9月30日（月）必着
★�応募方法★　�写真に①住所②氏名（ふりがな）③性別④生年月日⑤電話番号⑥20字程度のメッセージを添えてご応募ください。
★�応 募 先★　総務企画課秘書広報室　〒714−1297　（役場専用）矢掛町矢掛3018　☎（82）1010　有線�0522

満１歳のお祝いに写真を掲載しませんか？ 10 月生まれ募集中

������あお��え��まい��か

青江舞香ちゃん（横谷）
（H30年 9月23日生まれ）

兄姉となかよくね！

�������ひき�の�そう��ま

匹野颯真くん（矢掛）
（H30年 9月14日生まれ）

我が家のアイドル♪
元気に大きくなぁれ！

読者のひろば
みんな集まれ！

読者の皆さんから寄せられた
おたよりなどでつくるページ
です。
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矢掛町役場㈹（0866）
☎（８２）１０１０

各課直通電話

総　数　14,247人（－27） 
　男　     6,839人（－21） 
　女　     7,408人（－  6）
世帯数　  5,515世帯（－5）

令和元年９月1日現在
（　）内は前月との比較

　  まちの花　サクラ

　  まちの鳥　ウグイス

　  まちの木　アカマツ

矢掛町の人口

information
おしらせ

総務企画課　☎（８２）１０１０

町　民　課　☎（８２）１０１１

会　計　課　☎（８２）１０１２

保健福祉課　☎（８２）１０１３

産業観光課　☎（８２）１０１６

建　設　課　☎（８２）１０１４

上下水道課　☎（８２）０１７３

議会事務局　☎（８２）１１１９

教育委員会 教育課
（やかげ文化センター内）
　　　　　　 ☎（８２）２１００

相

　
　談

令
和
２
年
成
人
式
の

開
催
に
つ
い
て

◦
と
　き
　
令
和
２
年
１
月
12
日
㈰

◦
と
こ
ろ
　
や
か
げ
文
化
セ
ン
タ
ー

※
町
内
在
住
の
新
成
人
に
は
、
個
別

に
案
内
ハ
ガ
キ
を
郵
送
し
ま
す
。
町

外
に
住
民
登
録
を
し
て
い
て
、
矢
掛

町
の
成
人
式
へ
の
出
席
を
希
望
さ
れ

る
人
は
教
育
委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

■問
教
育
委
員
会
教
育
課
生
涯
学
習
係

☎（
82
）２
１
０
０
　
有
線
０
７
８
０

や
か
げ
キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
毎
年
開
催
し
て
い
る
就
学
前
の
親

子
を
対
象
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
今
年

も
開
催
し
ま
す
。

◦
と

　き
　
10
月
19
日
㈯
　
午
前
10

時
30
分
～
午
後
２
時

◦
と
こ
ろ
　
町
総
合
運
動
公
園
　
本

陣
ド
ー
ム

◦
内
　容
　
親
子
ふ
れ
あ
い
運
動

会
・
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
・
ふ
わ
ふ
わ
遊

具
・
ミ
ニ
動
物
園
・
屋
台
等

◦
対
象
者
　
就
学
前
の
親
子

■問
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

☎（
82
）３
８
６
６

認
知
症
予
防
教
室

　
認
知
症
は
、
高
齢
期
に
最
も
多
い

病
気
の
ひ
と
つ
で
す
。
認
知
症
に
関

す
る
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
、
認

知
症
予
防
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　
今
年
度
は
３
回
に
分
け
て
開
催
し

ま
す
。

◦
内
　容
　
演
題
「
栄
養
管
理
で
認

知
症
予
防
」

　
講
師
　
岡
山
県
栄
養
士
会
井
笠
支

部
　
管
理
栄
養
士
　
團
迫
博
美
先
生
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と

　き
　
11
月
14
日
㈭
　
午
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時
～
11
時

◦
と
こ
ろ
　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

多
目
的
ホ
ー
ル

◦
対
　象
　
認
知
症
に
つ
い
て
関
心

の
あ
る
矢
掛
町
民
が
対
象
で
す
。

※
参
加
無
料
・
要
事
前
申
込
み

■問
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
保

健
福
祉
課
内
）

☎（
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）１
０
１
３
　
有
線
０
５
７
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令
和
元
年
度

町
民
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

参
加
者
募
集

◦
と
　き
　
10
月
26
日
㈯

◦
と
こ
ろ
　
海
洋
セ
ン
タ
ー
　
ア
リ

ー
ナ

◦
参
加
対
象
　
町
内
に
居
住
、
も
し

く
は
町
内
在
勤
・
在
学
す
る
者
（
小

学
生
は
、
町
内
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に

所
属
し
て
い
る
者
を
含
む
）
で
構
成

さ
れ
た
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ー
ム
（
７
～
10
人
）

◦
競
技
部
門

①
小
学
４
年
生
以
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男
女
混
合
可
）

②
小
学
６
年
生
以
下
（
男
子
）（
男

女
混
合
可
）

③
小
学
６
年
生
以
下
（
女
子
）（
女

子
の
み
）

④
一
般
男
子
（
中
学
生
以
上
）

⑤
一
般
女
子
（
中
学
生
以
上
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
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合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■問
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心
配
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午
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午
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改
善
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ー

◦
内
　容
　
日
常
生
活
で
の
悩
み
ご

と
、
家
庭
・
近
所
で
の
も
め
ご
と
、

結
婚
問
題
、
悪
徳
商
法
、
多
重
債
務

な
ど

※
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

■問
町
民
課
住
民
環
境
係

☎（
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）１
０
１
１
　
有
線
０
５
５
１

イ
ベ
ン
ト

募

　
　集

有料広告 有料広告

《診療科》《診療科》《診療科》
胃腸外科・内科・肛門外科・漢方外来
整形外科・リハビリテーション科
胃腸外科・内科・肛門外科・漢方外来
整形外科・リハビリテーション科
胃腸外科・内科・肛門外科・漢方外来
整形外科・リハビリテーション科

敷地内に、サービス付高齢者向け
住宅あいの泉・ケアハウスあいの泉・
ショートステイあいの泉などを併設。

敷地内に、サービス付高齢者向け
住宅あいの泉・ケアハウスあいの泉・
ショートステイあいの泉などを併設。

敷地内に、サービス付高齢者向け
住宅あいの泉・ケアハウスあいの泉・
ショートステイあいの泉などを併設。

新倉敷メディカルスクエア
〒713-8102　倉敷市玉島 1719　TEL.（086）525-5001

土・日も診療！！
（木・祝休診）
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矢掛町役場㈹（0866）
☎（８２）１０１０

各課直通電話

総　数　14,247人（－27） 
　男　     6,839人（－21） 
　女　     7,408人（－  6）
世帯数　  5,515世帯（－5）

令和元年９月1日現在
（　）内は前月との比較

　  まちの花　サクラ

　  まちの鳥　ウグイス

　  まちの木　アカマツ

矢掛町の人口

information
おしらせ

総務企画課　☎（８２）１０１０

町　民　課　☎（８２）１０１１

会　計　課　☎（８２）１０１２

保健福祉課　☎（８２）１０１３

産業観光課　☎（８２）１０１６

建　設　課　☎（８２）１０１４

上下水道課　☎（８２）０１７３

議会事務局　☎（８２）１１１９

教育委員会 教育課
（やかげ文化センター内）
　　　　　　 ☎（８２）２１００

農
業
研
修
室

■問
町
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
保
健
福

祉
課
内
）

☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
０
５
７
２

農
作
業
事
故
を
無
く
し
ま
し
ょ
う

　
８
月
20
日
～
10
月
31
日
は
秋
の
農

作
業
安
全
運
動
強
化
月
間
で
す
。
秋

の
農
繁
期
も
安
全
第
一
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。
特
に
コ
ン
バ
イ
ン
で
の
作

業
中
の
転
落
・
横
転
・
巻
き
込
ま
れ

や
水
路
へ
の
転
落
等
に
注
意
し
ま
し

ょ
う
。

　
ま
た
、
道
路
を
走
る
と
き
は
、
機

械
の
足
回
り
な
ど
を
こ
ま
め
に
清
掃

し
ま
し
ょ
う
。
使
用
直
後
の
ト
ラ
ク

タ
ー
等
が
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
道
路

を
走
る
と
、
道
路
に
泥
が
落
ち
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
の
ま
ま
放
置
す
る
と

通
行
に
支
障
を
き
た
し
大
変
危
険
で

す
。
周
囲
へ
の
配
慮
も
心
が
け
ま
し

ょ
う
。

■問
産
業
観
光
課
農
林
振
興
係

☎（
82
）１
０
１
６

一
人
で
抱
え
込
ま
ず

ご
相
談
く
だ
さ
い

　
厚
生
労
働
省
の
定
義
に
よ
る
と
、

ひ
き
こ
も
り
と
は
「
仕
事
や
学
校
に

行
か
ず
、
か
つ
家
族
以
外
の
人
と
の

◦
対
象
者
　
15
～
39
歳
の
人
ま
た
は

そ
の
保
護
者

※
相
談
無
料
・
要
予
約

■問
保
健
福
祉
課
子
育
て
支
援
室

☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
０
５
３
２

精
神
保
健
相
談

　
最
近
眠
れ
な
い
、
食
欲
が
な
い
、

家
族
が
認
知
症
で
は
な
い
か
等
生
活

で
お
困
り
の
こ
と
を
精
神
科
医
師
が

相
談
を
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦
と
　き
　
10
月
25
日
㈮
、
令
和
２

年
１
月
24
日
㈮
　
午
後
２
時
30
分
～

４
時

※
１
週
間
前
ま
で
に
要
予
約
。

◦
と
こ
ろ
　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

※
相
談
無
料

■問
保
健
福
祉
課
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
９
６
３
０

矢
掛
町
認
知
症
介
護
者
の
会

き
ん
も
く
せ
い

　
認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い
る
人

同
士
、
集
ま
っ
て
話
を
し
て
み
ま
せ

ん
か
？
「
こ
ん
な
思
い
を
し
て
い
る

の
は
私
だ
け
？
」
こ
ん
な
思
い
や
悩

み
を
持
っ
て
い
る
人
は
意
外
と
多
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ぜ
ひ
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◦
と

　き
　
11
月
26
日
㈫
　
午
後
１

時
30
分
～
３
時

◦
と
こ
ろ
　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
６
５（
62
）２
１
４
７

岡
山
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

出
張
相
談
所
in
矢
掛
町

　
備
中
西
商
工
会
と
矢
掛
町
が
、
こ

の
度
中
小
企
業
者
・
小
規
模
事
業
者

の
新
た
な
事
業
展
開
、
ま
た
経
営
上

の
諸
問
題
解
消
の
場
と
し
て
、
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

◦
と
　き
　
10
月
16
日
㈬
　
午
前
10

時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
午
後
５
時

◦
と
こ
ろ
　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

２
階
　
農
業
研
修
室

◦
対
象
者
　
中
小
企
業
者
、
小
規
模

事
業
者

◦
申
込
締
切
　
10
月
２
日
㈬
　
午
後

５
時
　
※
要
予
約

■問
備
中
西
商
工
会
本
部
（
矢
掛
）　

☎（
82
）０
５
５
９

地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　「
仕
事
を
探
し
て
い
る
」「
働
く
こ

と
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱

え
て
い
る
」
15
～
39
歳
ま
で
の
若
者

の
皆
さ
ん
の
「
働
き
出
す
力
」
を
多

様
な
支
援
に
よ
り
引
き
出
し
ま
す
。

　
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
自
立
を
支
援
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

◦
と

　き
　
10
月
９
日
㈬
　
午
前
10

時
～
正
午

◦
と
こ
ろ
　
役
場
１
階
　
第
１
相
談

室

法
務
局
の

常
設
相
談
日
に
つ
い
て

◦
と
　き
　
10
月
２
日
㈬
、９
日
㈬
、

16
日
㈬
、
23
日
㈬
、
30
日
㈬
　
午
前

９
時
～
正
午

◦
と
こ
ろ
　
岡
山
地
方
法
務
局
笠
岡

支
局

※
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
を
受
け
付

け
ま
す
。

■問
笠
岡
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

☎
０
８
６
５（
62
）５
２
９
５

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
笠
岡

出
張
相
談
in
矢
掛

◦
と
　き
　
９
月
27
日
㈮
、
10
月
11

日
㈮
、
25
日
㈮

午
前
10
時
～
午
後
３
時
（
正
午
か
ら

午
後
１
時
を
除
く
）

◦
と
こ
ろ
　
役
場
１
階
　
第
１
相
談

室◦
相
談
内
容
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
笠
岡

の
職
員
が
求
人
情
報
の
提
供
・
職
業

相
談
等
を
行
い
ま
す
。

◦
対
象
者
　
矢
掛
町
内
に
住
所
を
有

す
る
方

◦
そ
の
他
　
事
前
の
予
約
は
不
要
で

す
。相
談
者
が
複
数
い
る
場
合
に
は
、

順
番
に
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
。

■問
産
業
観
光
課
地
域
振
興
係

　
☎（
82
）１
０
１
６

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
笠
岡

有料広告

墓石・文字彫りのことなら
お任せください。

墓地・墓石のリフォーム＆クリーニング、
各種石工事、遺品整理、収集品の買取り、
家財の片付け・処分なども承ります。
矢掛町内田379　☎（0866）82-1369　
FAX（0866）82-3488　携帯090-8364-0228　

守屋石材店守屋石材店守屋石材店

お
知
ら
せ
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で
、
住
民
に
よ
る
自
主
的
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
促
進
を
図
り
、
地
域
の

連
帯
感
に
基
づ
く
自
治
意
識
の
盛
り

上
が
り
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
と

し
、
目
的
達
成
の
た
め
に
必
要
な
経

費
に
つ
い
て
「
宝
く
じ
助
成
金
」
と

し
て
交
付
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

普
通
救
命
講
習
会
に
ご
参
加
を

◦
と
き
・
と
こ
ろ
　
10
月
27
日
㈰
＝

井
原
消
防
署
研
修
室
　
午
前
９
時
～

正
午

◦
内

　容
　
応
急
手
当
の
重
要
性
な

ど
に
つ
い
て
の
説
明
お
よ
び
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
使
用
方
法
な
ど

◦
申
込
方
法
　
講
習
会
３
日
前
ま
で

に
、
井
原
消
防
署
ま
た
は
矢
掛
出
張

所
へ
申
し
込
む
。

※
定
員
20
人
に
な
り
次
第
締
切
。

■問
井
原
消
防
本
部
警
防
課

☎（
62
）９
４
０
１

ク
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
開
館
日

岡
山
県
消
費
生
活
問
題
研
究
協
議
会

矢
掛
支
部
（
県
消
協
）

10
月
１
日
㈫
、
４
日
㈮
、
７
日
㈪
、

17
日
㈭
、
18
日
㈮
、
25
日
㈮
、
28
日

㈪
、
29
日
㈫
　
午
前
９
時
30
分
～
11

時
30
分

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
リ
サ
イ
ク
ル

10
月
７
日
㈪
、
14
日
㈪
、
21
日
㈪
、

28
日
㈪
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■問
ク
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス

☎（
82
）０
０
８
１
　
有
線
９
６
０
９

ご
寄
付
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
８
月
分
／
敬
称
略
）

▼
ふ
る
さ
と
納
税
　
大
久
保
由
美

（
兵
庫
県
）、
竹
内
靖
夫
、
高
月
麻
里

子（
大
阪
府
）、荒
川
建
夫（
滋
賀
県
）、

鳥
越
啓
介
、
嘉
数
菜
利
子（
東
京
都
）

塩
田
精
一
（
神
奈
川
県
）

▼
社
会
福
祉
協
議
会
へ
（
金
一
封
）

江
尻
　
強
（
上
高
末
）、森
　
勇
（
横

谷
）、
川
上
敦
子
（
西
川
面
）、
守
屋

卓
始
（
東
川
面
）

▼
美
川
公
民
館
へ
（
金
一
封
）
江
尻

交
流
を
ほ
と
ん
ど
せ
ず
に
６
カ
月
以

上
続
け
て
家
庭
に
と
ど
ま
り
続
け
て

い
る
状
態
」
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

ひ
き
こ
も
り
は
「
病
名
」
で
は
な
く

「
状
態
」
で
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
き
っ
か
け
で

ひ
き
こ
も
り
は
始
ま
り
ま
す
。
ご
本

人
の
状
態
に
合
わ
せ
た
対
応
を
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ご
本
人

だ
け
で
な
く
ご
家
族
も
抱
え
込
む
こ

と
な
く
相
談
機
関
な
ど
に
相
談
し
な

が
ら
対
応
方
法
に
つ
い
て
一
緒
に
考

え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

◦
相
談
機
関
　
岡
山
県
ひ
き
こ
も
り

地
域
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
６（
２
２
４
）３
１
８
８

岡
山
県
備
中
保
健
所
井
笠
支
所

　
☎
０
８
６
５（
69
）１
６
７
５

町
保
健
福
祉
課
　
☎（
82
）１
０
１
３

■問
保
健
福
祉
課
保
健
業
務
係

☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
９
６
３
０

宝
く
じ
の
助
成
金
で
地
域
イ
ベ

ン
ト
用
の
や
ぐ
ら
等
を
整
備

　
矢
掛
地
区
自
治
協
議
会
で
は
、
一

般
財
団
法
人
　
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
宝
く
じ
の
助
成
金
（
一
般
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
）
を
受
け
、

地
域
イ
ベ
ン
ト
用
の
や
ぐ
ら
お
よ
び

長
胴
太
鼓
（
各
１
台
）
の
整
備
を
行

い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広

報
事
業
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の

手当・給付のお知らせ 今月の納税・納付
手当・給付の内容 振 込 日
後
期
高
齢
者

医
　療

療養費（コルセット等）
（8 月申請分）10月 7日㈪ 町民課国保消費生活係

☎（82）1011
有線 0571高額療養費（8 月申請分）９月17日㈫

子ども医療費
ひとり親家庭等医療費（8 月申請分）９月30日㈪ 保健福祉課子育て支援室

☎（82）1013
有線 0532児童手当（6 〜 9 月分） 10月 7日㈪

心身障害者医療費（8 月申請分）
難病者給付金（4〜9月分）９月30日㈪ 保健福祉課福祉推進係

☎（82）1013��有線 0581

納税・納付いただくもの 口座振替日 納 期 限

水道料金・下水道料金
（山田・川面・中川地区）

9月25日㈬ 9月30日㈪

※�口座振替の人は、前日までに残高を確認してく
ださい。
※��納税・納付は安全・便利・確実な口座振替を
ご利用ください。

広報やかげでは有料広告を募集しています。
会社やお店の宣伝などにお役立てください。

お気軽にお問い合わせください。
■問 総務企画課秘書広報室係　☎（82）1010　有線0522

に広告を掲載しませんか？広報　　　
大　き　さ 掲載料（月額）

縦45㎜×横56㎜   7,000 円
縦45㎜×横85㎜ 10,000 円
縦45㎜×横170㎜ 20,000 円

20令和元年９月号



強（
上
高
末
）▼
三
谷
公
民
館
へ（
金

一
封
）
森
　
勇
（
横
谷
）
▼
川
面
公

民
館
へ
（
金
一
封
）
守
屋
卓
始
（
東

川
面
）
▼
中
川
公
民
館
へ
（
金
一
封
）

轟
　
和
義
（
江
良
）、植
木
智
子
（
美

咲
町
）、
こ
け
し
マ
ル
シ
ェ
、
が
ん

ば
る
中
川
応
援
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

委
員
会
▼
美
術
館
へ
（
絵
画
）
永
井

敦
子
（
東
京
都
）
▼
小
田
保
育
園
へ

（
ヒ
ー
ト
カ
ッ
ト
日
よ
け
）
平
成
31

年
度
保
護
者
会
▼
た
か
つ
ま
荘
へ（
金

一
封
）
理
美
容
師
有
志

　人
事
異
動

　
　（
令
和
元
年
９
月
１
日
付
け
）

【
新
採
用
】

井原警察署
矢掛幹部派出所

■問井原警察署矢掛幹部派出所　☎（82）0110
※�夜間・休日は井原警察署に転送されます。

発 生

件 数

犯　　　　　　　　　　　　　　　　罪 交 通 事 故
犯
罪
総
数

空

き

巣

出
店
荒
し

事
務
所
荒
し

そ
の
他
侵
入
盗

万

引

き

自
転
車
盗

車
上
ね
ら
い

金

属

盗

オ
ー
ト
バ
イ
盗

そ
の
他
の
盗
犯

器
物
損
壊

詐

欺

そ
の
他
刑
法
犯

交
通
事
故
総
数

人
身
事
故

う
ち
死
亡
事
故

物
損
事
故

8　月 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 40 1 0 39
累　計 25 0 0 0 4 4 1 0 0 1 4 7 2 2 196 14 0 182
（前年比） -12 -4 -1 ±0 +4 +3 -3 -2 ±0 +1 -9 +3 -1 -2 -20 +1 ±0 -21

　また、県警察では子どもを犯罪等の加害者にも被害者にも
させないため、「県民総ぐるみ！子どもの健全育成キャンペー
ン」を実施中です。家庭、学校、地域社会が力を合わせて子
どものいじめ防止の気運を高めましょう。
〇いじめや非行問題等の相談窓口（24時間対応）
　電話相談窓口「ヤングテレホン・いじめ110番」
　　☎（086）231-3741
　電子メール相談窓口「ヤングメール」
　　youngmail@pref.okayama.jp

高齢者講習等の早期予約
　70歳以上の人が、運転免許証の更新を希望する場合は、あ
らかじめ高齢者講習の受講が必要です。
　75歳以上の人は、高齢者講習の前に認知機能検査を受けて
おく必要があります。講習や検査は教習所等で受けることが
できますが予約制です。大勢の人が講習や検査を受けられる
ので、早めに予約しないと希望する教習所での予約が取りに
くくなります。対象者には、誕生日の約５か月前に案内のは
がきが送付されますので、早めに自動車教習所等に予約して
受講してください。

　県民の皆さんが安全・安心に暮らせる地域づくりのために、
岡山県警では警察本部および各警察署に警察安全相談窓口を
設けて、24時間相談を受け付けています。
　事件・事故でお困りのほか、ＤＶ、ストーカー、児童虐待
といった生命・身体に危害が及ぶおそれのある事案はもとよ
り、特殊詐欺や悪質商法等の財産をおびやかすおそれのある
事案などについても警察安全相談窓口にご相談ください。
　お寄せいただいた相談などに対して、相談者などのプライ
バシーに配慮しながら、防犯指導、助言、捜査などを行い、
事件・事故の未然防止と被害の拡大防止に努めています。
　警察相談専用電話番号は全国共通で「♯９１１０」となっ
ていますので、事件となる前に早めの相談をお願いします。

いじめ防止の啓発活動の推進
　いじめの特徴は、どんな子どもでも被害者や加害者になる
可能性があり、いじめる側はゲーム感覚で罪悪感を持たず、
一方いじめられる側は周囲に話しても解決できないとあきら
め、一人で悩んでいるのが現状です。
　いじめが起こらないようにするためには、大人（保護者）が、
いじめは絶対にしてはいけない悪いこと、「犯罪である」とい
うことを子どもに教え、大人の意見を無理やりに押し付ける
のではなく、子どもの思いを受け止めながら話を聞くことも
大切です。

相談窓口の適切な利用と周知徹底

※数値は暫定数です。◦犯罪・交通事故発生状況（令和元年 8月末現在）

矢掛病院　看護師
水 川 ゆかり
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矢高にロックオン
― 町内唯一の高校、矢掛高校について紹介するコーナーです ―

2019. 9
vol.87

地区別説明会のご案内

　大躍進の軟式野球部。全国大会に出場し、ベスト８に進出！矢高の歴史に残る快
挙を成し遂げました。１回戦の北海道科学大学高校（北海道）との対戦は7-2で快勝。
続く２回戦、新田高校（愛媛）との対戦は 2-3 と惜敗しましたが、強豪相手に奮闘
した矢高野球部には、大きな拍手が送られました。
　この大会出場に際し、保護者・地域の皆さんをはじめ関係者の皆さんからは温か
なご支援をいただきました。野球部は、９月末から茨城県で開催される国体に出場
が決定しています。全国の頂点を目指して、ファイト！野球部！

祝　 軟式野球部 全国ベスト８！
　　　　　　　　　  in 兵庫県明石市・姫路市

　矢掛高校には、矢掛中・小北中出身の矢掛町内から通う生
徒が全体の1/3程度おり、あとの2/3は町外からの生徒です。
特に最近は井原市からの生徒が増加中。「やかげ学」など地域
と関わる学びに惹かれて町外から矢高を目指す生徒も増えて
います。

　このコーナーでは、地域と連携した高校づくり（リージョナルモデル）を進めていく上で
参考になるトピックスを、毎回少しずつ取り上げます。第二回目は、矢高に通う生徒たちの
状況について。矢掛町内だけでなく、さまざまな地域からそれぞれの想いを持って生徒は矢
高に通ってきています。

リージョナルモデル通信  ②矢高に通う生徒たち

グラフ１：R1矢高在校生の出身中学校
グラフ２：矢高に通う生徒の出身地割合の変化

Top News

８月 25日㈰～ 26日㈪

　地域ビジネス科３年の中塚仁志くん（真備東中出身）と山部恵実さん（新吉中出身）が
ITパスポートに合格。これは、経済産業省が認定している国家資格で、IT人材としての
活躍が期待されるものです。授業だけでなく、放課後や家でもコツコツ勉学に励み、見
事合格を掴んだ２人。地域を担う若人としてさまざまな力を身につけ、未来へはばたけ！

８月 27日㈫ITパスポート合格

　夏休みには毎年、希望者を対象にした「地域課題解決型先進地域事例視察」を実施
しています。今年の訪問先は岡山県真庭市。地域の企業、行政、住民が一体となって
すすめている「バイオマスタウン構想」の現状を体感しました。最先端の技術、立場
を越えたつながり。これからの地域に必要なことをしっかり学んできました。

８月２日㈮真庭バイオマスツアー

日にち 場　　所
10/15 ㈫ 北川公民館
10/16 ㈬ 美星公民館
10/17 ㈭ 倉敷市真備公民館
10/18 ㈮ アクティブライフ井原
10/25 ㈮ 矢掛高校

来年度入学希望の生徒・保護者を対
象に、学校説明会を行います。ぜひお
越しください。（詳しくは矢高HPで）

日 程
午後６時 30分  受付
午後７時～８時 30分
　　　　  学校説明・個別相談

矢掛中. 124
真備東中. 41

総社中. 7
総社東中. 2
総社西中. 8 新吉中.14

その他 . 7
笠岡西東中. 5

真備中. 35

井原中.12
芳井中.5

木之子中. 
43  

小北中.
24 

美星中.
26 

高屋中.
13 

※数字は人数
　全校生徒
　366人
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